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写
真
：
し
き
み
の
枝
で
　
無
病
息
災
　

県
指
定 

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
　
御
嵩
薬
師
祭
礼

【巻頭】めざせ「日本一、中山道に身を染められる宿場町」
○町環境基本計画 第 3 次改訂版を策定しました（P4 ～ 5）
○シリーズ環境モデル都市の取り組み（P6 ～ 8）
○平成 29 年度の自治会長さんです（P10）
○保健センターだより（P21） ○町長月記（P33）

◆◇ 今月号の主な内容 ◇◆ 



め
ざ
せ
「
日
本
一
、
中
山
道
に

　
 

身
を
染
め
ら
れ
る
宿
場
町
」

◎
町
の
地
域
資
源

・�

中
山
道
を
歩
く
外
国
人
向
け
高
級
ツ
ア
ー

が
盛
況
、
御
嵩
町
に
観
光
需
要
が
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

・�

町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
願
興
寺
の
修
復
が

予
定
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
中
山
道
が
国
の

史
跡
に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
町
の
観
光
資

源
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

◎
町
の
課
題

・�

人
口
が
減
少
し
て
い
る
。

・�

町
内
総
生
産
の
う
ち
宿
泊
・
飲
食
な
ど
サ

ー
ビ
ス
業
の
割
合
が
少
な
い
。

・�

地
域
の
観
光
資
源
が
分
散
し
て
お
り
、
魅

　

町
の
観
光
振
興
の
指
針
と
な
る
「
御
嵩
町

観
光
基
本
計
画
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

策
定
基
本
方
針
を
、
観
光
は
「
次
世
代
に

向
け
た
成
長
産
業
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
歴

史
文
化
を
守
り
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
営

み
」
で
あ
る
。
と
捉と

ら

え
て
、
町
の
未
来
を
つ

く
る
「
新
し
い
観
光
の
あ
り
か
た
」
に
つ
い

て
検
討
し
、
計
画
を
策
定
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
計
画
の
概
要
と
、
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
1 

町
の
課
題
と
地
域
資
源

　

計
画
策
定
に
あ
た
り
、
町
全
体
の
課
題
や

地
域
資
源
を
洗
い
出
し
検
討
の
材
料
と
し

ま
し
た
。
町
民
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
イ
ベ
ン
ト
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
、
地
域
の
生
の
声
を
拾
い
あ

げ
な
が
ら
、
課
題
を
設
定
し
ま
し
た
。

力
・
ス
ト
ー
リ
ー
が
明
確
で
な
い
。

・
若
手
人
材
が
不
足
し
て
い
る
。

・�

地
域
の
人
（
特
に
若
者
）
が
交
流
で
き
る

施
設
が
少
な
い
。

・�

歴
史
的
建
造
物
の
空
き
家
な
ど
が
、
多
く

残
っ
て
い
る
。

◎
ま
と
め
る
と
・
・
・

　

日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
が
急
増
す

る
中
で
、
御
嵩
町
に
お
い
て
は
観
光
振
興
を

進
め
る
可
能
性
が
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
う

ま
く
生
か
し
き
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　
2 

ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

　

中
山
道
や
宿
場
町
が
本
計
画
の
キ
ー
ワ
ー

ド
で
す
が
、
中
山
道
だ
け
で
も
69
の
宿
場
が

あ
る
た
め
、
宿
場
の
差
別
化
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
同
計
画
で
は
、
歴
史
文
化
体
験
、
宿

泊
滞
在
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
御
嶽
宿
」「
伏

見
宿
」
の
位
置
づ
け
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

建
物
の
景
観
や
、
日
帰
り
観
光
の
質
で
は

妻つ
ま
ご籠

・
馬ま

ご
め籠

や
奈な

ら

い
良
井
・
大お

お
い井

宿
な
ど
が
先

行
し
て
い
ま
す
。
御
嵩
町
は
「
宿
場
町
を
感

じ
ら
れ
る
宿
泊
」
を
メ
イ
ン
と
し
た
ポ
ジ
シ

ョ
ン
を
目
指
す
こ
と
で
、
宿
場
間
の
差
別
化

を
図
り
ま
す
。

　
3 

基
本
方
針
と
コ
ン
セ
プ
ト

　

こ
れ
ら
の
現
状
や
他
の
宿
場
町
と
比
較
し

た
特
徴
を
踏
ま
え
、
計
画
策
定
の
目
標
で
あ

る
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
日
本
一
、
中
山
道
に
身

を
染
め
ら
れ
る
宿
場
町
」
と
定
め
、
日
本
の

古
道
の
暮
ら
し
を
体
現
で
き
る
町
を
目
指
し

ま
す
。

中山道の他の宿場町と比較して、歴史文化を滞在（観光・宿泊・
ビジネス）の中でより体験できる、歴史体感・滞在型のポジ
ショニングを目指す。

観光地としての位置づけ /  ポ ジ シ ョ ニ ン グ

宿場町を感じる
（歴史文化を体験）

宿場町をみる
（街並み見学）

日帰り
通過

宿泊
滞在

長く滞在して
暮らしや歴史文化を
深く体験

日帰りがメイン
だが古い町並みでの

宿泊も
御嵩町が目指すポジション

御嶽・伏見宿

軽井沢宿など
太田・大井宿など

妻籠・馬籠・奈良井宿など

宿場町の美しい
街並みをみて
主に日帰りで通過 歴史文化体験より

レジャーが重要

滞在がメインだが

▲ �外国人観光客がツアーで御嵩町に訪れて
　 います

◆観光地としての位置づけ / ポジショニング

日本一、中山道に身を染められる「宿場町」
暮らしてよし、歩いてよし、休んでよし。
―時代を超えて日本の古道の暮らしを体現できる町―

観光基本計画
完成しました

2



まちづくり課まちづくり推進係（内線 2235）

　

町
の
特
徴
で
あ
る
中
山
道
や
宿
場
町
を
生

か
し
、従
来
の「
観
る
」観
光
か
ら「
感
じ
る
」

観
光
へ
舵か

じ

を
き
る
こ
と
で
、
御
嵩
町
な
ら
で

は
の
新
し
い
観
光
の
形
を
め
ざ
し
ま
す
。

　　
4 
計
画
年
度

　

計
画
年
度
は
平
成
29
年
度
～
33
年
度
ま
で

の
5
年
間
で
す
。

　

こ
れ
は
、
平
成
32
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
全
国
的
な

観
光
振
興
機
運
を
見
据
え
、
期
間
を
定
め
た

も
の
で
す
。

　
5 

顧
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト

　

町
が
も
つ
観
光
資
源
の
量
で
は
、
一
度
に

大
量
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
少
人
数
の
方
に
深
い
体
験
を
し
て

も
ら
い
、
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
定
め
て
い
ま
す
。

◎
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト

　

①
外
国
人
（
欧
米
等
）
観
光
客

　

日
本
の
歴
史
文
化
に
興
味
が
あ
り
、
日
本

の
古
道
の
暮
ら
し
に
深
く
触
れ
て
み
た
い
と

考
え
る
人
た
ち
。（
１
～
3
泊
程
度
）

◎
サ
ブ
タ
ー
ゲ
ッ
ト

　

②�

歴
史
に
深
く
触
れ
た
い
国
内
（
東
海
地

方
）
観
光
客

　

③
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ワ
ー
カ
ー

　

④
地
域
住
民

　

外
国
人
観
光
客
は
一
人
当
た
り
の
旅
行
支

出
が
国
内
観
光
客
と
比
べ
て
高
く
、
少
人
数

で
あ
っ
て
も
効
果
の
あ
る
消
費
が
見
込
め
ま

す
。

　
6 

目
標
設
定 

　

コ
ン
セ
プ
ト
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的

な
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
で
は
、
来

客
数
が
大
き
く
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
観
光
消
費
額
や
、
御
嵩

町
の
暮
ら
し
に
も
着
目
し
、
目
標
を
定
め
ま

し
た
。

　

持
続
的
に
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
を
お
こ
な

う
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
7 

施
策
の
体
系

　

上
記
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
必
要

な
施
策
の
イ
メ
ー
ジ
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
方
針
を
基
に
具
体
的
な
イ
ベ
ン
ト
や

事
業
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
い
っ
た
施
策
に
沿
っ
た
地
域
イ

ベ
ン
ト
、
活
動
に
つ
い
て
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

　
9 

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
御
嶽
宿
の
シ
ン
ボ
ル
の
ひ
と
つ

で
あ
る
柏
屋
を
購
入
し
、
活
用
を
検
討
し
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
人
材
を
発
掘
す
る
た
め
の
事

業
も
実
施
予
定
で
す
。
み
な
さ
ん
の
積
極
的

な
ご
参
画
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※�

本
計
画
書
は
、役
場
ま
ち
づ
く
り
課
ほ
か
、

町
内
各
公
民
館
、
わ
い
わ
い
館
、
中
山
道

み
た
け
館
に
て
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。ま
た
、

概
要
版
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：

　

ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　

担
当
：
佐さ

ば
し橋

（
内
線 

２
２
３
５
）

�基本方針① �中山道を軸とした魅力ある観光地づく
り (ハード面 )

例 宿泊施設、歴史ライブラリーカフェ、情報ステーション、店舗、
工房、シェアオフィス、フォトスポットなど

基本方針② �日本一の中山道体験を提供するための
環境づくり (ソフト面 )

例 体験プログラム開発、経済効果に結びつくイベントづくり、
外国人受け入れ態勢の強化、広域周遊ルート開発など

基本方針③ ターゲットに明確に伝える情報発信
基本方針④ 計 画 実 施・推 進 体 制

観光基本計画の施策体系
　
8 

官
民
が
連
携
し
た
役
割
分
担

　

本
計
画
の
遂
行
に
は
、
町
が
お
こ
な
う
施

策
は
も
ち
ろ
ん
、
民
間
事
業
者
や
町
民
の
み

な
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

町
は
こ
れ
ら
の
施
策
を
実
現
す
る
地
域
の

み
な
さ
ん
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

◆目標設定（抜粋） / 平成 33 年度時点
◎経済
　・顧客  歴史文化を楽しむ滞在型の顧客
　・客数  年間合計 21,900 人増
　・市場  3.8 億円 / 年
◎暮らし
　・観光がひとつの産業として確立されている
　・�町の歴史文化が守られ、町民が誇りを

持って暮らせる
　・活用拠点施設 1軒 /空き家の改修 5軒

※ �1 「ビークル」は「乗り物」の意味で、同じ理念でまちづくり事業を展開する
ためにまちづくりをする人たちが乗り合わせる中間事業者としての会社（＝乗
り物）のこと。

※ �2 ここでのプレイヤーはまちづくりに関わる人たちのことをいいます。

◆�官民連携の
役割分担

《�中間支援組織
ビークル》※1

《�民　間》《�行　政》
◦事業 ◦事業

◦事業

観光振興に向
けた計画策定・
推進支援

行政と民間をつ
なぎ計画を実現
するまちづくり・
空き家開発事業

計画に連動した魅
力ある観光事業

◎プレイヤー※2
◎プレイヤー※ 2 ◎プレイヤー※ 2

御嵩町など
民間人有志など
（＋行政職員の出向等）

町内外の観光
事業者など

3 ほっと みたけ　2017.5



◆�

町
環
境
基
本
計
画
を
改
訂

　

町
に
は
、町
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
く「
町

環
境
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
ご
存
知
で
す
か
？
こ
の
度
、
同
計
画
を
改

訂
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◆�

計
画
改
訂
の
背
景

　
「
町
環
境
基
本
計
画
」
は
、
平
成
17
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
計
画
期
間
は

20
年
間
で
、
計
画
終
了
の
平
成
36
年
度
末
を

迎
え
る
頃
に
は
、
～
め
ざ
す
環
境
像
～
に
ま

ち
の
姿
が
近
づ
い
て
い
る
よ
う
、
住
民
・
事

業
者
・
町
（
行
政
）
が
連れ

ん
け
い携

・
協
働
し
て
各

施
策
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
平

成
24
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
に
か
け
て
は

「
町
環
境
基
本
計
画
第
２
次
改
訂
版
」
と
し

て
施
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

同
計
画
は
、
平
成
36
年
度
ま
で
に
着
実
に

進
め
て
い
く
『
具
体
的
な
取
組
』
と
、
こ
の

５
年
間
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
く

『
重
点
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
て
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
改
訂
は
、『
重
点
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
が
平
成
28
年
度
で
計
画
期
間
が
終
了

す
る
た
め
、新
た
な
計
画
作
り
を
し
た
ほ
か
、

着
実
に
進
め
て
い
く
『
具
体
的
な
取
組
』
に

つ
い
て
も
、
進

し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
な
ど
を
見
極
め
、
見

直
し
を
図
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
町
第
五
次
総
合
計
画
（
平
成
28

年
度
策
定
）
や
、
町
環
境
モ
デ
ル
都
市
行
動

計
画
（
平
成
26
年
度
策
定
）
な
ど
も
反
映
さ

せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆�

住
民
と
と
も
に
改
訂
作
業

　

今
回
の
改
訂
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
環
境
施
策
に
関
す
る
意
見
や
行

動
、
考
え
方
な
ど
を
お
聞
き
し
た
ほ
か
、
住

民
の
み
な
さ
ん
と
町
職
員
な
ど
で
構
成
し
た 

“
み
た
け
エ
ー
コ
と
考
え
隊
” 

で
、
新
計
画

へ
の
ア
イ
デ
ア
出
し
や
施
策
の
内
容
を
議
論

し
て
き
ま
し
た
。
同
隊
に
は
、
名
城
大
学
の

学
生
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
町
外
か
ら
見
た

本
町
の
印
象
な
ど
を
述
べ
て
も
ら
っ
た
こ
と

で
、
今
ま
で
当
た
り
前
で
気
づ
か
な
い
こ
と

も
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

～
め
ざ
す
環
境
像
～
「
自
然
と
共
生
し

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

歴
史
・
文
化
を
未
来
に
ひ
き
つ
ぐ

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

里
山
の
ま
ち 

み
た
け
」

　

町
環
境
基
本
計
画

　
　
　

第
３
次
改
訂
版
を
策
定
し
ま
し
た

　

た
く
さ
ん
の

意
見
を
ま
と
め

た
結
果
、『
具

体
的
な
取
組
』

は
88
施
策
か
ら

72
施
策
に
見
直

し
、『
重
点
エ

コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
は
、
新
た

に
49
の
取
組
を

構
築
し
ま
し

た
。

◆�

新
た
な
計
画
の
ス
タ
ー
ト

　

平
成
28
年
4
月
26
日
に
町
長
か
ら
町
環
境

審
議
会
に
対
し
、
環
境
基
本
計
画
改
訂
の

諮し
も
ん問

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
審
議

会
で
は
、「
み
た
け
エ
ー
コ
と
考
え
隊
」
で

の
協
議
経
過
や
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

含
む
住
民
の
意
見
な
ど
を
参
考
に
慎
重
に
審

議
さ
れ
、
平
成
29
年
3
月
23
日
に
同
審
議
会

か
ら
町
長
に
対
し
答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
環
境
基
本
計
画
第
３
次
改
訂
版
は
、
こ

の
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
今
後

の
施
策
に
お
い
て
は
、
町
（
行
政
）
が
積
極

的
に
進
め
て
い
く
施
策
も
あ
り
ま
す
が
、
住

民
の
み
な
さ
ん
が
積
極
的
に
行
動
を
起
こ
し

て
い
た
だ
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

私
た
ち
と
と
も
に
、
同
計
画
の
「
め
ざ
す

環
境
像
」
の
実
現
に
向
け
て
行
動
を
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
！

◆�

ま
ず
は
知
っ
て
く
だ
さ
い

　

今
回
、
計
画
を
改
訂
す
る
に
あ
た
り
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、
同
計
画
の

認
知
度
は「
内
容
を
知
っ
て
い
る
」人
に
限
っ

て
は
6.4
％
と
、
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
な
い
と

い
う
現
状
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

と
も
に
行
動
し
よ
う
！
と
言
っ
て
も
内
容

を
知
ら
な
け
れ
ば
行
動
を
起
こ
せ
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
至
る
と
こ
ろ
で
Ｐ
Ｒ
を
し
、
次
回

の
ア
ン
ケ
ー
ト
時
に
は
、「
内
容
を
知
っ
て

い
る
」
人
の
割
合
が
増
え
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆�

町
環
境
審
議
会
で
も
慎
重
に
審
議

　

御
嵩
町
環
境
審
議
会（
伊い

さ

じ
佐
次
利と

し
ゆ
き之

会
長
）

か
ら
、
町
環
境
基
本
計
画
第
３
次
改
訂
版
に

つ
い
て
の
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

伊
佐
次
会
長
か
ら
は
、「
慎
重
に
審
議
を

重
ね
た
結
果
、
適
切
で
あ
る
と
認
め
ま
す
」

と
の
報
告
と
と
も
に
「
計
画
の
推
進
に
あ
た

っ
て
は
、
住
民
、
事
業
者
、
町
（
行
政
）
が

協
働
で
取
り
組
め
る
よ
う
配
慮
を
」
な
ど

の
意
見
を
付
し

て
、
渡
邊
町
長

に
答
申
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。

▶�

み
た
け
エ
ー
コ
と
考
え
隊
の

　

み
な
さ
ん

環境モデル都市推進室（内線 2232）

　

  ▼ �答申書を手渡す
　　伊佐次会長（中央）と
　　増田副会長（左）
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環境モデル都市推進室（内線 2232）／住民環境課環境整備係（内線 2124）

＝御嵩町環境基本計画  第３次改訂版＝

自然と共生し
歴史・文化を未来にひきつぐ
里山のまち みたけ像

境
環
す
ざ
め

豊かな自然を育むまち1 安心とやすらぎがあるまち 2

地球環境にやさしいまち

3
環境について考え行動するまち

4

※重点エコプロジェクト　（49取組）
【キーワード】
①�里山保全＝みたけの里山・森林とふれあおう !	 ②�生物多様性＝貴重な生き物のことをみんなで知ろう !

③�低炭素社会＝「移動を“エコ”に！」運動の推進	④資源循環＝生ごみ減量と緑を育む運動推進

具体的な取組（72施策）

■�問い合わせ：環境モデル都市推進室　担当：早
はやかわ

川（内線 2232）

将来像

基本方針

発生抑制

適正処理
資源化

低炭素社会と循環型社会を実現する
目指すまちの姿は…

です！

◆ごみにしない暮らしを誇りにするまち ～シンプルライフみたけ～
　御嵩町第 2 次一般廃棄物処理基本計画を策定しました
　町では、平成 19年 3月に策定した「一般廃棄物処理基本計画」に基づき、ごみの減量・資源化を推進し、『環
境モデル都市みたけ』として“地域資源を活かした低炭素コミュニティ「みたけ」”を目指す都市像に掲げ、各家庭、
事業所からの温室効果ガス排出量を削減する取り組みを進めてきました。
　このたび、「一般廃棄物処理基本計画」の計画期間終了に伴い、“ごみにしない暮らしを誇りにするまち”を将
来像とした「御嵩町第 2次一般廃棄物処理基本計画」を策定しました。

　今後も「発生抑制」「資源化」「適正処理」の 3つの基本方針のもと『環境モデル都市』として地球温暖化対
策を進め、低炭素社会と循環型社会を実現するため、取り組んでいきます。
※�計画の概要版は、役場住民環境課ほか、各地区公民館、町防災コミュニティセンター、中山道みたけ館、ぽっ
ぽ館、わいわい館でご覧になれます。

■�問い合わせ：住民環境課環境整備係　担当：小
こ い け

池（内線 2124）

5 ほっと みたけ　2017.5

※�４つの重点プロジェクトを支え、ともに推進していく基本的な取り
組みとして、「ひとづくり」と「情報発信」があります。



環境モデル都市推進室（内線 2232・2233）都市の取り組み�

やさしく、楽しく、無理なくチャレンジ

 1 か月節電に成功したら 
　　 ＬＥＤ電球をプレゼント！

　夏季の節電にチャレンジしませんか？ 7月～ 9月分の電気使用量を前年と比べて減少することをめ
ざすチャレンジです。環境モデル都市に選定されたまちとして、取り組みを着実に実施していくことが、
温室効果ガスの削減につながっていきます。ぜひ、ご参加ください。
　ご近所やご友人、節電に関心のあるグループでのご参加をお待ちしております。

●募集対象：�町内に在住の世帯、町内にある事業所など。2～ 3世帯でのグループ参加
　　　　　　については連帯感をもって節電に取り組んでいただけると思います。
　　　　　　※町内の世帯であれば、隣接世帯でなくてもかまいません。
●募 集 数：�先着順で 150グループ（個人・事業所を含む）
●実践内容：「みたけ節電宣言」に示す 7つの節電を中心に、無理なくできる節電活動 
●実践報告：�中部電力などが発行する「電気ご使用量のお知らせ」に表示されている 7月～ 9月分の「前

年同月使用量」 と「当月使用量」について世帯の使用量の増減や取り組み内容などを報告
していただきます。

●達成条件：前年同期間より 1か月でも電力使用量の削減に成功した場合。
●達成褒賞：町の発行する「達成証」および記念品 (ＬＥＤ電球 )
　　※グループチャレンジされましたらグループ参加賞を贈呈します。
　　※未達成の世帯へは参加賞を贈呈します。
●グリーンカーテン賞：グリーンカーテンを実践された人には、さらに記念品を贈呈します。
●申込方法：�町ホームページ専用フォームまたは役場、4地区公民館にある「節電チャレンジ登録申込書」

に記入（2～ 3世帯の場合は代表者の人が）のうえ、環境モデル都市推進室へ申し込みく
ださい。

●申込期限：6 月 30日（金）

※熱中症をはじめ、体調面には十分注意して無理なく節電に取り組んでください。

▼例： 中部電力が発行する「電気ご使用量のお知らせ」

■�申込先／問い合わせ：環境モデル都市推進室
　担当：早

はやかわ

川・橋
はしぐち

口（内線 2232・2233）
　E メールアドレス：eco@town.mitake.lg.jp

『節電チャレンジ　2017』の参加者を大募集！

夏季の
節電にチャレンジ
しませんか？

 

楽
し
み
な
が
ら
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
よ
う
！

町ホームページ
専用フォームから

ラクラク申込み
　できるよ♪今年度

実績
※比較箇所

前年度
実績
※比較箇所

「みたけ“節電宣言”！」は…

　町で、身近に実践することがで
きる節電に関する 7つの取り組み
です。
※�詳しくはほっとみたけ 6月号でお
知らせします。
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環境モデル都市推進室（内線 2232・2233）

　町内の企業・事業所が実施するCO₂ 削減に向けた先進技術や活動事例を順次紹介しています。

　昭和 55年創業のビルメンテナンス業の会社で、（公社）岐阜県ビルメンテナンス協会に加盟
しています。ビル管理（建築物環境衛生管理技術者）と管工事（一級管工事施工管理技士）を中心に、ご家庭か
ら大規模施設まで建物内外の設備維持管理・修繕工事をおこなう会社です。
　飲料水貯水槽・空調ボイラー設備・ポンプ・上下水道・滅菌機などの管理・工事をはじめ、建物床ガラス清掃・
害虫防除消毒・空気環境測定などをおこなうことで、公共施設などの不特定多数のみなさまにご利用いただく建
物の環境の維持・改善業務をおこなっています。
　平成 19年 3月 23日に御嵩町と「環境の保全と創造に関する協定」を締結しています。

　■�環境保全活動
　①ボランティア活動
　�　毎年おこなわれる（公社）岐阜県ビルメンテナンス協会東濃支部主催
「可児御嵩インターチェンジ清掃」や御嵩町主催の「可児川クリーンキャ
ンペーン」など、積極的にボランティア活動に参加しています。

　�　「可児御嵩インターチェンジ清掃」ではNEXCO中日本様のご理解と
ご協力を賜り、パトロールカーや安全ベストなどを貸与していただき、
地元地域の美化に微力ながら貢献させていただきました。（右写真）

　②エコチューニング活動
　�　環境省の地球温暖化防止政策である温室効果ガス（二酸化炭素＝
CO₂ ）削減のため、（公社）岐阜県ビルメンテナンス協会の会員企業で
は、その施策としてエコチューニング活動をおこなっています。モデル
企業では、建築物の快適性や生産性を確保しながら設備機器・システム
の適切な運用改善の推進（エネルギーの使用状況等を細かく分析し、軽
微な投資で可能な削減対策を実施する）をおこなっており、そのノウハ
ウを弊社の事業にも活かしています。

※�エコチューニングとは…低炭素社会の実現に向けて、業務用等の建築物から
排出される温室効果ガスを削減するため、建築物の快適性や生産性を確保し
つつ、設備機器・システムの適切な運用改善等をすることをいいます。

シリーズ　環境モデル

　岐東管財株式会社

　町内事業所の環境活動を紹介します

オオキンケイギクの駆除について 
　みなさんはオオキンケイギクという花を知っていますか。この花は５月～７月頃になる
と道端や河川敷などいろいろな場所で鮮やかな黄色い花を咲かせ、御嵩町でも至る所に咲
いています。しかし、あまりの強

きょうじん

靭さに既存の生態系に影響を及ぼすとされ、特定外来生
物に指定されています。これ以上、御嵩町の生態系を脅かすことのないようみなさんで駆
除活動をおこなっていただくなど、ご協力をお願いいたします。

☆駆除する際の注意☆
・根が残っていると再び生えてきます。根ごと引き抜くようにしてください。
・�オオキンケイギクは生きたままの運搬は禁止されています。抜いた後２～３日天日で乾かし
て枯らす、もしくは袋などに入れて腐らせるなどの処置をしてから移動させ、種を撒き散ら
さないように袋などで密封して、可燃ごみとして処分してください。

�■問い合わせ：環境モデル都市推進室　早
はやかわ

川・山
やまぐち

口（内線 2232・2233）

7 ほっと みたけ　2017.5



【平成 29 年度 町税などの納期限】

環境モデル都市推進室（内線 2232）

　

御
嵩
町
は
平
成
25
年
3
月
に
「
環
境
モ
デ

ル
都
市
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
で
23

し
か
選
定
さ
れ
て
い
な
い
自
治
体
の
一
つ
と

し
て
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
（
地
球
温
暖
化

の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
）
に
向
け
た
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

　
【
取
り
組
み
の
柱
】

　

①
森
林
の
再
生

　

②�

公
共
交
通
の
再
生
と
次
世
代
自
動
車　

へ
の
転
換

　

③
家
庭
・
事
業
所
で
の
削
減
活
動

　

④
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
シ
フ
ト

　

⑤
人
づ
く
り
・
場
づ
く
り
の
推
進

　

み
な
さ
ん
の
な
か
で
も
、「
グ
リ
ー
ン
カ

ー
テ
ン
づ
く
り
」
や
、「
節
電
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

へ
参
加
さ
れ
て
い
る
人
も
お
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
ら
の
取
り

組
み
は
、
全
て
温

室
効
果
ガ
ス
（
二

酸
化
炭
素
＝
CO₂
）

の
排
出
削
減
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
取
り
組
み

は
、
行
動
計
画
と

し
て
策
定
さ
れ
て

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
か
ら
出
る

　
　
　
　
　
　
温
室
効
果
ガ
ス
の
量
は
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
平
成
26
年
度
の
実
績
報
告
＝

い
る
こ
と
か
ら
、
整
備
面
積
が
増
え
て
い
く

に
つ
れ
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
量
が
増
え
て

い
る
の
が
見
て
わ
か
り
ま
す
。

■�

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
（
家
計
に
も

や
さ
し
い
、
地
球
に
も
や
さ
し
い
）

　

日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
で
「
地
球
温
暖
化

を
防
ご
う
」
と
か
、「
二
酸
化
炭
素
の
排
出

を
減
ら
そ
う
…
」
と
考
え
る
の
は
な
か
な
か

で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
づ

き
で
そ
れ
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

使
っ
て
い
な
い
部
屋
の
電
気
や
見
て
い
な

い
テ
レ
ビ
は
点
い
て
い
ま
せ
ん
か
？
冷
房
で

冷
や
し
す
ぎ
た
り
、
暖
房
で
暖
め
す
ぎ
て
い

ま
せ
ん
か
？
こ
ん
な
こ
と
に
気
づ
く
だ
け
で

も
電
気
の
使
用
量
は
減
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

れ
は
、
家
計
に
も
、
地
球
に
も
や
さ
し
い
行

動
に
な
り
ま
す
。

　

自
分
だ
け
の
力
で
は
「
地
球
温
暖
化
は
止

ま
ら
な
い
さ
…
」
な
ん
て
思
わ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
一
人
ひ
と
り
の
力
が
積
み
重
な
れ
ば

大
き
な
力
に
な
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
…
？

■�

問
い
合
わ
せ
：
環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
室

担
当
：
早は

や
か
わ川

（
内
線 

２
２
３
２
）

お
り
、
毎
年
度
、
国
（
内
閣
府
）
に
報
告
し
、

公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
26
年

度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
に
関
す
る
報
告

を
提
出
し
ま
し
た
。

１
．
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
？ 

図
①

　

主
要
5
部
門
で
民
生
（
家
庭
）
部
門
以
外

は
横
ば
い
の
状
況
で
す
。
こ
れ
は
企
業
活
動

等
が
活
発
で
あ
る
裏
返
し
か
と
見
て
い
ま

す
。
民
生
（
家
庭
）
部
門
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
の
は
、
各
家
庭
で
日
々
取
り
組
ん
で
い

る
活
動
（
行
動
）
の
結
果
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

全
体
の
CO₂
削
減
量
は
、
2.2
％
減
（
基
準
年

平
成
21
年
度
比
）
で
し
た
。

　

行
動
計
画
で
削
減
目
標
と
し
て
い
る
平
成

30
年
度
ま
で
に
CO₂
を
10
％
削
減（
基
準
年
比
）

達
成
は
、
よ
り
一
層
の
削
減
努
力
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
．
温
室
効
果
ガ
ス
吸
収
量
は
？ 

図
②

　

取
り
組
み
の
な
か
で
も
大
き
な
柱
で
あ
る

「
森
林
の
再
生
」
で
は
、「
森
林
経
営
信
託
方

式
（
信
託
先
：
可
茂
森
林
組
合
）」
を
基
本

と
し
た
町
有
林
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
企
業
と
の
協
働
に
よ
る
森

林
づ
く
り
活
動
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
水み

土ど

り里
隊た

い

」
に
よ
る
森
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

▲ �間伐材を搬出する水土里隊の
みなさん

9000

9100

9200

9300

9400

9500

9,101 ｔ

図②温室効果ガスの吸収量（単位ｔ -CO₂）

9,358 ｔ

9,464 ｔ

107 ｔ Ｃ Ｏ ₂ の
吸収量ＵＰ！

平成 25年 平成 26年平成 21年
0

2

4

6

8
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12
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16.9 16.8

17.1

9.39.39.3

2.22.32.3

1.31.31.1

4.0 3.5 3.5

平成 21年 平成 25年 平成 26年

図①温室効果ガスの排出量（単位万ｔ -CO₂）

※�毎年変動する排出係
数を、行動計画策定
時の排出係数を用い
て推計しています。

■ 産業

■ 民生（家庭）

■ 民生（業務）

■ 運輸

■ 廃棄物

0.4 0.5 0.5

0.1 万ｔＣＯ₂
の削減

　都市の取り組み �
シリーズ　環境モデル

8



税務課町税収納係（内線 2156）

 

◆
町
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
町
税

　

町
税
は
、所
得
や
資
産
の
状
況
に
応
じ
て
、

町
民
の
み
な
さ
ん
に
公
平
に
負
担
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

　

納
め
て
い
た
だ
い
た
町
税
は
、
町
の
重
要

な
自
主
財
源
と
し
て
、
み
な
さ
ん
の
福
祉
や

教
育
な
ど
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
・
事
業
の
推

進
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
町
税
が
十
分

に
確
保
さ
れ
な
い
場
合
、
町
の
財
政
経
営
に

影
響
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
実
施
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
に
行
き
届
い
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
お
こ
な
う
た
め
に
、
町
税

は
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
町
税
は
自
主
納
付
が
原
則

　

町
税
は
、
納
税
者
の
み
な
さ
ん
に
納
期
限

ま
で
に
自
主
的
に
納
付
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。
こ
れ
を
「
自
主
納
税
制
度
」
と
い
い
、

納
税
の
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

◆
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
…

◎
督と

く
そ
く促
手
数
料
が
加
算
さ
れ
ま
す

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
と
滞
納
と
な

り
、
納
期
限
後
20
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送

し
ま
す
。
そ
の
際
、
督
促
手
数
料
と
し
て

１
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

◎
延え

ん
た
い滞

金き
ん

が
加
算
さ
れ
ま
す

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
た
人
と
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
に
、
延
滞
金
（
遅
れ
た
た
め
の

利
息
）
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
と
、
督
促
手

数
料
や
延
滞
金
が
発
生
し
、
結
果
的
に
納
め

て
い
た
だ
く
金
額
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

早
め
の
納
税
が
納
税
者
ご
自
身
の
負
担
を

軽
く
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

【
延
滞
金
の
算
定
】

　

納
期
限
の
翌
日
か
ら
1
か
月
経
過
す
る
日

ま
で
を
年
2.7
％
、
前
記
の
翌
日
か
ら
納
付
の

日
ま
で
を
年
9.0
％
で
計
算
し
た
合
計
額
に
な

り
ま
す
（
平
成
29
年
中
の
場
合
）。

 

◆
滞
納
を
放
置
す
る
と
…

　

町
で
は
町
税
を
滞
納
し
た
人
に
対
し
て
、

催さ
い
こ
く
し
ょ

告
書
の
送
付
な
ど
に
よ
り
早
期
に
納
め
て

い
た
だ
く
よ
う
説
明
し
て
い
ま
す
。

◎�

催
告
を
し
て
も
納
付
が
な
い
場
合
は
…

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
た
人
と
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
、
ま
た
貴
重
な
町
税
を
確
保
す
る

た
め
に
財
産
調
査
を
し
て
預
貯
金
、
給
与
、

生
命
保
険
な
ど
の
差
し
押
さ
え
や
捜そ

う
さ
く索

と

い
っ
た
滞
納
処
分
を
お
こ
な
い
ま
す
。

 

◆�

「
口
座
振
替
」・「
コ
ン
ビ
ニ
納
付
」・「
ク

レ
ジ
ッ
ト
納
付
」
は
と
て
も
便
利
！

◎
口
座
振
替
が
で
き
ま
す

　

町
税
な
ど
を
納
期
限
ま
で
に
確
実
に
納
付

す
る
た
め
に
は
、
納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
付

の
手
間
も
省は

ぶ

け
る
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

　

役
場
ま
た
は
町
の
公
金
を
取
扱
う
金
融
機

関
な
ど
に
あ
る
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
依
頼
後
は
、
納
期
限
の
日
に
口

座
か
ら
引
き
落
と
し
ま
す
。
前
日
ま
で
に
預

金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
コ
ン
ビ
ニ
納
付
が
で
き
ま
す

　

町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
町
営
住
宅
家
賃
、
上
下

水
道
料
金
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

も
納
付
で
き
ま
す
。

◎�

ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
が
で
き
ま
す

　

町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税

に
つ
い
て
は
、
納
期
限
内
に
限
り
パ
ソ
コ

ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
携
帯
電
話
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
納
付
が
で
き
ま
す
。

※
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

ゆ
る
し
ま
せ
ん
、
滞
納
！

５
月
は
、
町
税
な
ど
の
“
収
納
強
化
月
間
”
で
す

町県民税 ※ 固定資産税 軽自動車税

1期分 平成 29年  6 月 30 日 平成 29年   5 月  1 日 平成 29年 5月 31日

2期分 平成 29年  8 月 31 日 平成 29年   7 月 31 日

3期分 平成 29年 10月 31日 平成 29年 12月 25日

4期分 平成 30年   1 月 31 日 平成 30年  2 月 28 日

【平成 29 年度 町税などの納期限】

※町県民税は普通徴収分の納期限

■�

問
い
合
わ
せ
：
税
務
課
町
税
収
納
係　

　

担
当
：
林

は
や
し

（
内
線 

２
１
５
６
）

 

◆
早
め
の
納
税
相
談
を
！

　

災
害
、
病
気
、
失
業
や
事
業
の
経
営
不
振

な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
一
時
的
に
町

税
な
ど
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
人
に
つ
い
て
は
、
納
税
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
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住民環境課ふれあい係（内線 2103)

平成 29 年度の 自治会長さん です

　平成 29年度の御嵩町自治会長連絡協議会正・副会長および、各地区自治会の正・副会長が次のみなさん
に決まりました。（敬称略）

◆御嵩町自治会長連絡協議会　会　長　　福
ふ く い

井 俊
と し お

雄（西本町）
　　　　　　　　　　　　　　副会長　　奥

お く や

谷 勝
か つ じ

治（綱　木）

上 之 郷 地 区 御 嵩 地 区 中 地 区 伏 見 地 区

自治会名 氏 名 自治会名 氏 名 自治会名 氏 名 自治会名 氏 名

井 尻 奥
おくむら

村 政
まさゆき

幸 送 木 鈴
す ず き

木　 薫
かおる

西 之 門 安
あんどう

藤　 猛
たけし

里 ○ 吉
よ し だ

田　 覚
さとる

北 切 鍵
か ぎ や

谷 修
しゅうじ

二 長 岡 山
やまもと

本 和
かずゆき

幸 十日市場 永
な が せ

瀨　 稔
みのる

洞 加
か ち

地　 覚
あきら

川 南 大
だいとう

東 勝
かつとし

利 城 町 髙
た か だ

田 在
ありひと

仁 南 町 小
お ぐ り

栗 正
まさのり

典 青 木 野
の ざ き

崎 博
ひろゆき

行

平 嵯
さ が

峨　 學
まなぶ

南山台東 ◎ 竹
たけうち

内 聡
さ と し

志 西 屋 敷 奥
おくむら

村 真
し ん じ

児 稲 荷 台 丹
に わ

羽 範
の り お

郎

宿 土
つちもと

本　 茂
しげる

栢 森 安
あんどう

藤 信
し ん じ

治 春 日 町 松
まつもと

本 孝
た か お

夫 高 倉 長
ちょうなん

南 一
か ず お

夫

美 佐 野 大
おおやま

山 好
よしたけ

武 板 良 町 佐
さ の

野 立
た つ お

男 北 屋 敷 高
たかむら

村 門
もんぺい

平 高倉団地 森
もりした

下 初
は つ み

美

次 月 髙
た か ぎ

木　 透
とおる

上 町 山
やまもと

本 悦
えつぞう

三 愚 渓 町 平
ひ ら き

木 初
は つ お

雄 高 倉 台 可
か に

児 之
ゆきのり

宜

津 橋 日
ひ び の

比野光
み つ お

夫 中 本 町 武
た け ち

知 正
まさあき

明 大 庭 大
おおにし

西 謙
け ん じ

治 共 和 台 鈴
す ず き

木 利
としひろ

宏

前 沢 山
やまもと

本　 実
みのる

若 松 町 小
こばやし

林 雄
ゆ う き

樹 大 庭 台 赤
あかいわ

岩　 博
ひろし

山 田 中
なかまた

俣 利
としろう

朗

謡 坂 ○ 渡
わたなべ

邉 厚
こうせい

誠 愛 宕 町 ○ 水
み ず の

野 副
そ え む

武 長 瀬 平
ひ ら い

井 芳
よ し お

夫 東 町 鈴
す ず き

木 三
み か ど

門

小 原 佐
さ と う

藤 武
た け お

夫 元 町 山
や ま だ

田 雅
まさゆき

之 新 木 野 小
お が わ

川 博
ひろひさ

久 中 町 光
こ う の

野 邦
く に お

夫

西 洞 奥
おくむら

村 和
か ず や

也 若宮町 1 生
い こ ま

駒 良
よしのり

徳 顔 戸 北 山
や ま だ

田 佳
よしあき

秋 西 本 町 ◎ 福
ふ く い

井 俊
と し お

雄

谷 可
か に

児 良
よしまさ

正 若宮町２ 永
な が せ

瀬　 勇
いさむ

顔 戸 南 近
こんどう

藤 信
のぶひろ

弘 西 町 髙
た か ぎ

木 憲
けんぞう

三

綱 木 ◎ 奥
お く や

谷 勝
か つ じ

治 赤 坂 荻
お ぎ の

野 健
けんいち

一 古 屋 敷 ◎ 平
ひ ら い

井 秀
ひであき

秋 旭 町 塚
つ か だ

田　 忍
しのぶ

大 久 後 三
み う ら

浦　 宏
ひろし

昭 和 町 水
みずたに

谷 昭
あきやす

保 尼 ヶ 池 佐
さ と う

藤 正
ま さ お

夫 伏 見 台 岩
い わ せ

瀨　 稔
みのる

小 和 沢 松
まつもと

本 壽
ひ さ お

男 木 の 下 長
は せ が わ

谷川文
ふみよし

宜 西 田 ○ 甲
か い

斐 喜
よ し お

雄 野 崎 鍵
か ぎ や

谷 和
かずひろ

弘

南山台西 水
み ず の

野 康
やすひろ

裕 南 山 佐
さ と う

藤 敏
としかね

金 新 町 坪
つ ぼ い

井 勝
かつひろ

葊

向 陽 台 寺
てらさわ

澤 禎
て い じ

治 本 郷 梅
う め だ

田 利
としみち

通

16自治会 18自治会 17自治会 18自治会

よろしくお願いします

� 各地区自治会長　　◎ … 地区会長　　○ … 地区副会長

■問い合わせ：住民環境課ふれあい住民係　担当：井
い ど

戸（内線 2103）
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★自らの生命は自ら守る

 進めよう 住宅の耐震化
　平成７年に発生した阪神・淡路大震災では、建物の倒壊による「圧

あ っ し

死」で多くの尊い命が犠
牲となりました。
　倒壊した建物の大半は、耐震基準が厳しくなる前（昭和 56年５月 31日以前）に建てられ
た木造住宅であったといわれています。
　この地域においても、南海トラフ巨大地震の発生が懸

け ね ん

念されています。地震による被害を最
小限にとどめるためには、住宅の耐震化が欠かせません。
　町では、無料耐震診断や耐震改修工事に対する補助をおこなっています。「自らの生命は自
ら守る」という自助の考えのもと、ぜひこの制度を利用して適切な対策をとられることをお勧
めします。

【まずは、無料耐震診断を受けましょう！】
　町から耐震診断士を派遣し、住宅の診断をおこないます。また、診断の結果、耐震補強が推
奨される場合は、工事の概算費用を算出します。

◎対象となる住宅：昭和 56年５月 31日以前に建設（着工）された木造住宅
　※昭和 56年 6月 1日以降に増改築をおこなっている場合は対象にならない場合があります。
　※店舗を兼ねる住宅は、延べ床面積の 1/2 以上が住宅部分の場合のみ対象となります。
　※丸太組工法、プレハブ工法は対象外です。
　※木造以外の住宅や、店舗・工場・施設などの耐震診断については別途ご相談ください。
◎�申込方法：耐震診断申込書（役場ホームページからダウンロード可）と建物の建築年月がわかる書類（建築確
認済証、登記簿謄本、固定資産税家屋評価証明書等）を建設課へ提出

◎受付件数：10 件（先着順）
◎申込受付期間：12 月 22日（金）まで　※ただし、受付件数に達した時点で締め切りとなります。

【耐震改修工事が必要な場合は補助金を交付します】
　診断の結果、耐震性を満たさないと判断された住宅については、耐震改修工事をおこなう際
に補助金を交付します。

◎補助金の額：

　※�平成 29年度に限り、15万円を上乗せします。平成 30年度以降は、通常に戻る予定ですので、お早めにご
検討ください。

◎受付件数：6 件（先着順）

■問い合わせ：建設課管理係　担当：板
い た や

屋（内線 2171）

建設課管理係（内線 2171）

 補助対象となる工事費 　補　助　金　額  今年度に限り
 上乗せされる金額

 120 万円以下の場合  工事費× 61.5％  15 万円

 120 万円を超える場合
 工事費× 11.5％＋ 60万円
　（限度額 101.1 万円）

 15 万円 

今年度に限り
補助金額 UP ！ 

11 ほっと みたけ　2017.5



総務防災課防災安全係（内線 2206）

　

4
月
2
日
（
日
）、
御
嵩
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
「
平
成
29
年
度 

御
嵩
町
消
防
団
入

退
団
式
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

退
団
さ
れ
た
前
団
長
を
は
じ
め
、
多
年
に

わ
た
り
消
防
団
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
退
団

者
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
就
任
し
た
団
長
以
下
新
入

団
員
（
災
害
支
援
団
員
を
含
む
）
に
辞
令
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

� 

入
団
消
防
団
員
（
敬
称
略
）

（
平
成
29
年
4
月
1
日
付
け　

17
名
）

　

団　

長　
　

日ひ

え

い
江
井
信の

ぶ
ゆ
き幸

【
第
1
分
団
】　

　

分
団
長　
　

可か

に児
美み

き
ひ
ろ

樹
尋

　

団　

員　
　

松ま
つ
う
ら浦

一か
ず
ひ
ろ博

　

災
害
支
援
団
員　
　

山や
ま
ぐ
ち口　

厚
あ
つ
し

【
第
2
分
団
】

　

分
団
長　
　

鍵か
ぎ
や谷

欣よ
し
ひ
ろ弘

　

団　

員　
　

加か
と
う藤

雅ま
さ
し史

　

災
害
支
援
団
員　
　

平ひ
ら
た田

祐ゆ
う
じ二

【
第
3
分
団
】

　

分
団
長　
　

亀か
め
い井

和か
ず
ひ
こ彦

　

団　

員　
　

石い
し
か
わ川

貴た
か
し士

　

災
害
支
援
団
員　
　

澤さ
わ
だ田

博ひ
ろ
の
り紀

【
第
4
分
団
】

　

分
団
長　
　

板い
た
づ津

好よ
し
あ
き昭

　

団　

員　
　

渡わ
た
な
べ辺

由よ
し
ひ
ろ裕

　

団　

員　
　

堀ほ
り
え江

知と
も
き希

　

団　

員　
　

清し
み
ず水

宏ひ
ろ
や
す保

【
女
性
消
防
団
員
】

　

団　

員　
　

生い
こ
ま駒

恵え

り里
／
生い

こ
ま駒

百も
も
か花

　
　
　
　
　
　

堀ほ
り
え江

有ゆ

か加

◇
女
性
消
防
団
員
募
集
中

　

現
在
、
御
嵩
町
で
は
10
名
の
女
性
消
防
団

員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

消
火
活
動
や
操
法
訓
練
な
ど
男
性
消
防
団

員
が
お
こ
な
う
活
動
と
は
異
な
り
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
戸
別
訪
問
や
子
ど
も
防
火
教

室
、
火
災
予
防
広
報
な
ど
女
性
な
ら
で
は
の

活
動
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

18
歳
以
上
で
御
嵩

町
に
居
住
、
も
し
く

は
勤
務
し
て
い
る
人

な
ら
ど
な
た
で
も
入

団
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
地
域
の
安
全

を
守
る
た
め
、
ぜ
ひ

一
緒
に
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
?

◇ 

消
防
操そ

う
ほ
う法
大
会

　
　
　
　
　

 

の
お
知
ら
せ 

◇

　

消
防
団
員
が
消
防
車
か
ら
火
点
へ
、

い
か
に
早
く
か
つ
正
確
に
放
水
を
お
こ

な
う
か
を
4
地
区
の
分
団
が
競
い
ま

す
。

　

●
日
時
：
6
月
11
日
（
日
）

　
　

※
雨
天
決
行

　
　

午
前
9
時
30
分
開
始
予
定

　

●
場
所
：
南
山
消
防
グ
ラ
ウ
ン
ド

■�

問
い
合
わ
せ
：
総
務
防
災
課
防
災
安
全
係

担
当
：
板い

た
や屋

（
内
線 

２
２
０
6
）

� 

退
団
消
防
団
員
（
敬
称
略
）

（
平
成
29
年
3
月
31
日
付
け　

17
名
）

　

団　

長　
　

長な
が
せ瀬

邦く
に
お夫

【
第
1
分
団
】　

　

分
団
長　
　

日ひ

び

の
比
野
学

ま
な
ぶ

　

部　

長　
　

山や
ま
ぐ
ち口　

厚
あ
つ
し

　

災
害
支
援
団
員　
　

山や
ま
だ田

一か
ず
ひ
ろ広

【
第
2
分
団
】

　

分
団
長　
　

平ひ
ら
た田

祐ゆ
う
じ二

　

部　

長　
　

伊い
と
う藤

正ま
さ
と
し敏

　

災
害
支
援
団
員　
　

丹に

わ羽　

昇
の
ぼ
る

【
第
3
分
団
】

　

分
団
長　
　

澤さ
わ
だ田

博ひ
ろ
の
り紀

　

団　

員　
　

岩い
わ
つ津

昌ま
さ
ゆ
き之

　

災
害
支
援
団
員　
　

亀か
め
い井

和か
ず
ひ
こ彦

【
第
4
分
団
】

　

分
団
長　
　

鍵か
ぎ
や谷　

正
た
だ
し

　

部　

長　
　

奥お
く
む
ら村

一か
ず
や也

／
髙た

か
は
ら原

茂し
げ
お雄

　

団　

員　
　

小お
ぐ
り栗

圭け
い
す
け介　

【
女
性
消
防
団
員
】

　

団　

員　
　

山や
ま
だ田

み
ち
る
／

　
　
　
　
　
　

伊い

さ

じ
佐
治
文ふ

み
の野

／
古ふ

る
や
ま山

万ま

ち智

※�

階
級
は
、
在
団
中
の
上
位
階
級
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▲ �渡
わたなべ

邊町長に入団宣誓する

日
ひ え い

江井新団長

～ 

い
ざ
と
い
う
と
き
の
力 

消
防
団
員
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う 

～

平
成
29
年
度

消
防
団
入
退
団
式
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企画課企画調整係（内線 2227) ／農林課森づくり係（内線 2237)

自分らしさを
実現できる町

　男女共同参画というと、会社や行政の制度を
整えること、家庭での夫婦のありかた、ワーク
ライフバランスを考えていくことなど、今日で
は、さまざまな話題があがるようになりました。
　社会で活躍する女性が増えており、その活動
の仕方もさまざま、頼もしい限りです。
　特に最近、私の身の周りで増えているのは、
「母親起業家」と呼ばれる人たちです。特技や
資格を生かす方法を考え、自分の育児や生活ス
タイルに合わせて起業しています。例えば、自
宅でおこなうアロママッサージ、ネイルサロン、
出張カイロプラクティック、ハンドメイド作家、
自宅でのお稽古教室、森のようちえんを立ち上
げる等々、さまざまな分野で目覚ましい活躍を

遂げています。
　育児休暇や時間短縮勤務など、会社や行政の
制度も充実してきましたが、それらに全て頼る
ことはせず、自分でやりがいを見つけ、働きや
すいように社会を切り開いてい
く姿は、とてもエネルギッシュ
で、同じ働く母親として誇らし
くも思えます。
　私も、輝く女性を目指して
日々、奮闘していこう！と勇気
づけられました。
男女共同参画懇話会委員　名

な く ら

倉さおり（城町）
■問い合わせ：企画課企画調整係　担当：安

あんどう

藤
　（内線 2227）

「社会を切り開く！」
御嵩町男女共同参画懇話会

★ 主なイベント
　○マスのつかみ取り
　○お楽しみ！抽選会
　○スタンプラリー　など

●主催：みたけの森まつり実行委員会

■�問い合わせ：農林課森づくり係　担当：佐
さ さ き

々木（内線 2237）
毎年、大好評！

「マスのつかみ取り」

第 34 回

みたけの森ささゆりまつり
6 月 4 日（日）　　※小雨決行、雨天中止

午前9時～午後2時30分
●会場：みたけの森
●臨時駐車場：御嵩小学校グラウンド
　　※御嵩小学校グラウンドと名鉄御嵩駅から、
　　　往復臨時シャトルバスを運行します !!

ミニトレインにも無料で
乗車できますよ！

13 ほっと みたけ　2017.5



企画課人事情報係（内線 2223) ／総務防災課財政係（内線 2212）

会
事
務
局
庶
務
係
長
）

【
福
祉
課
保
健
予
防
係
長
】
秋あ

き
た田

弥や
よ
い生

（
生

涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
長
）

【
建
設
課
管
理
係
長
】
林

は
や
し

三み

き

お
樹
夫
（
農
林
課

森
づ
く
り
係
長
）

【
農
林
課
森
づ
く
り
係
長
】
林

は
や
し　

康や
す
ひ
ろ宏

（
農

林
課
主
査
）

【
上
下
水
道
課
水
道
整
備
係
長
】
有あ

り
く
に国

敦あ
つ
お夫

（
上
下
水
道
課
主
任
主
査
）

【
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
長
】
古ふ

る
か
わ川　

孝
た
か
し

（
建
設
課
管
理
係
長
）

【
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
】
安や

す
い井

仁ひ
と
し（

保
険
長
寿
課
国
保
年
金
係
長
）

【
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
】
丸ま

る
や
ま山

浩ひ
ろ
ふ
み史

（
企

画
課
人
事
情
報
係
長
）

◇
退
職
者
（
平
成
29
年
3
月
31
日
付
け
）

田た
な
か中

秀ひ
で
の
り典

（
教
育
参
事
）

若わ
か
お尾

要よ
う
じ司

（
税
務
課
長
）

水み
ず
の野

嘉よ
し
ひ
ろ博

（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

後ご
と
う藤　

明
あ
き
ら

（
税
務
課
資
産
税
係
長
）

岩い
わ
つ津

昌ま
さ
ゆ
き之

（
税
務
課
）

長な
が
ぬ
ま沼

し
ず
子
（
福
祉
課
）

可か

に児
嘉よ

し
ふ
み文

（
上
下
水
道
課
）

近こ
ん
ど
う藤

知ち

ま

こ
真
子
（
学
校
教
育
課
）

※
森も

り　

直な
お
き樹

（
学
校
教
育
課
指
導
主
事
）　

　

岐
阜
県
教
育
委
員
会
へ
復
帰

　

4
月
1
日
付
け
で
人
事
異
動
を
お
こ
な

い
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
（　

）
内
は
、
前
担
当
職

◆
教
育
長

　

髙た
か
ぎ木

俊と
し
ろ
う朗

（
教
育
長
再
任
：
２
期
目
）

◆
部
長
級

【
総
務
部
長
】

　

伊い

さ

じ
左
次
一い

ち
ろ
う郎

（
建
設
部
長
）

【
民
生
部
長
】

　

加か
と
う藤

暢の
ぶ
ひ
こ彦

（
総
務
部
長
）

【
建
設
部
長
】

　

亀か
め
い井

孝た
か
と
し年

（
生
涯
学
習
課
長
）

【
教
育
参
事
】

　

山や
ま
だ田　

徹
と
お
る

（
民
生
部
長
）

◆
課
長
級

【
環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
室
長
兼
ま
ち
づ
く

り
課
長
】
山や

ま
だ田

敏と
し
ひ
ろ寛

（
企
画
課
秘
書
広
報

係
長
）

【
税
務
課
長
】
中な

か
む
ら村

治は
る
ひ
こ彦

（
福
祉
課
社
会
福

祉
係
長
）

【
保
険
長
寿
課
長
】
日ひ

び

の
比
野
伸し

ん
じ二

（
税
務
課

収
納
係
長
）

【
福
祉
課
長
】
高た

か
ぎ木

雅ま
さ
は
る春

（
保
険
長
寿
課
長
）

【
農
林
課
長
】
可か

に児
英え

い
じ治

（
環
境
モ
デ
ル
都

市
推
進
室
長
兼
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

【
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
】
佐さ

く

ま
久
間
英ひ

で
あ
き明

（
福
祉
課
長
）

【
生
涯
学
習
課
長
】
石い

し
は
ら原

昭し
ょ
う
じ治

（
農
林
課
長
）

【
学
校
教
育
課
指
導
主
事
】
海か

い
づ津　

隆
た
か
し

（
岐

阜
県
教
育
委
員
会
）

◆
係
長
級

【
企
画
課
秘
書
広
報
係
長
】
土つ

ち
や谷

浩ひ
ろ
き輝

（
ま

ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
長
）

【
企
画
課
人
事
情
報
係
長
】
加か

と
う藤

貴た
か
ひ
さ久

（
総

務
防
災
課
行
政
管
財
係
長
）

【
総
務
防
災
課
行
政
管
財
係
長
】
日ひ

び

の

比
野

浩ひ
ろ
し士

（
住
民
環
境
課
ふ
れ
あ
い
住
民
係
長
）

【
総
務
防
災
課
庁
舎
整
備
係
長
】
木き

む
ら村

公き
み
ひ
こ彦

（
上
下
水
道
課
水
道
整
備
係
長
）

【
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
長
】 

荻お
ぎ
そ曽

弘こ
う
た
ろ
う

太
郎
（
企
画
課
主
任
主
査
）

【
税
務
課
町
税
収
納
係
長
】
大お

お
わ
き脇

敬た
か
ゆ
き之

（
税

務
課
主
任
主
査
）

【
住
民
環
境
課
ふ
れ
あ
い
住
民
係
長
】
篭か

ご
は
し橋

伊い

づ

み
津
美
（
福
祉
課
保
健
予
防
係
長
）

【
住
民
環
境
課
環
境
整
備
係
長
】
小こ

い
け池

誠せ
い
じ治

（
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
）

【
保
険
長
寿
課
国
保
年
金
係
長
】
纐こ

う
け
つ纈

泰や
す
ひ
ろ浩

（
保
険
長
寿
課
主
任
主
査
）

【
保
険
長
寿
課
介
護
保
険
係
長
】
大お

お
く
ぼ

久
保

嘉よ
し
ひ
ろ博

（
住
民
環
境
課
環
境
整
備
係
長
）

【
福
祉
課
社
会
福
祉
係
長
】
金か

ね
こ子

文ふ
み
ひ
と仁

（
議

町
職
員
人
事
異
動

　

平
成
30
年
度
の
職
員
募
集
は
、

6
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

平成 28 年度　補助金　　　　　・交付金の使用報告
◎電源立地地域対策交付金
　電源立地地域対策交付金は、原子力発電関連施設設置周辺市町村、水力発電施設設置市町村への国からの交付
金で、地域住民の福祉向上のためにおこなう事業に対して交付されます。平成 28年度は次の事業に対して交付
金が使用されました。

事業名 事業費（千円） 交付金額（千円）
義務教育就学児福祉医療費助成事業 33,093 30,000
御嵩町立施設運営事業（�保育園運営事業/保健センター運営事業） 103,238 98,898
中山道みたけ館運営事業 3,329 2,583
海洋センター運営事業 4,592 3,566
給食センター運営事業 4,729 3,674
ことばの教室運営事業 4,088 2,994

合 計 153,069 141,715
14



　

笑
顔
を
大
切
に
し
て
い
る
教
育
委
員
会

は
、「
日
本
一
子
ど
も
が
幸
せ
な
町
」
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
０
歳
か

ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
い
っ

ぱ
い
に
な
れ
る
よ
う
、
他
の
部
局
や
幼
保

小
中
高
特
と
の
連
携
を
図
り
、
発
達
段
階

に
応
じ
た
指
導
援
助
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
重
要
な
取
り
組
み
と
し
て
考
え
て
い

る
こ
と
は
３
点
で
す
。

　

(1) 

群
れ
て
育
て
る　

　

親
の
ス
ト
レ
ス
は
子
ど
も
の
脳
へ
の
影

響
が
大
き
く
、
い
か
に
ス
ト
レ
ス
を
少
な

く
す
る
の
か
が
重
要
で
す
。
親
一
人
が
わ

が
子
に
向
き
合
う
孤
立
し
た
子
育
て
で
は

孤
独
感
に
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
人
類
は
元

来
、
群
れ
て
育
て
る
動
物
で
す
。「
群
れ
て

育
て
る
」
た
め
に
、
家
庭
教
育
学
級
等
を

更
に
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

(2)� 

家
庭
環
境
に
左
右
さ
れ
な
い
学
力
保

障
を
目
指
す
学
校
教
育

①�

少
人
数
学
級
や
少
人
数
指
導
、
専
科
指

導
等
、
き
め
細
か
な
指
導
に
徹
し
ま
す
。

◆教 育 長
　髙

た か ぎ

木 俊
と し ろ う

朗

✿ 

就
任
・
新
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

✿

②�

放
課
後
等
の
補
習
を
充
実
さ
せ
、
そ
の

日
に
学
習
し
た
こ
と
は
「
で
き
た
、
分

か
っ
た
」
と
い
う
充
実
感
を
も
っ
て
帰

宅
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

③�

学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
、
地
域
の

人
た
ち
の
力
を
学
校
運
営
に
生
か
し
、

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

　

(3)� 
中
学
校
を
卒
業
し
た
子
ど
も
た
ち
の

社
会
参
画
の
推
進

　

主
権
者
と
し
て
の
自
覚
と
社
会
参
画
の

力
を
育
む
主
権
者
教
育
は
、
小
中
学
校
か

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
中
学
校
を
卒

業
し
、
選
挙
権
を
有
す
る
18
歳
ま
で
の
、

特
に
高
校
生
に
つ
い
て
の
指
導
援
助
を
明

確
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

得
意
分
野
で
の
小
中
学
校
へ
の
指
導
助

手
と
し
て
の
参
画
や
地
域
行
事
・
公
民
館

活
動
等
へ
の
参
画
等
を
推
進
し
、
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
育
成
し
、
地
域
に
貢
献

し
て
い
く
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
と
と
も
に
知
恵
を
出
し
、
汗

を
出
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ご
指
導
・
ご
支
援
の
程
、
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
４
月
か
ら
、「
学
校
教
育
課
指
導
主

事
」
と
し
て
御
嵩
町
教
育
委
員
会
で
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
ま
で
は
御
嵩
町
の
主
幹
教
諭
と
し

て
、
主
に
幼
保
小
中
高
の
連
携
に
か
か
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
31
年
間
子
ど

も
た
ち
と
距
離
の
近
い
と
こ
ろ
で
働
い
て

き
た
私
に
と
っ
て
、
行
政
と
い
う
職
場
は

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
不
安
で
は
あ
り

ま
す
が
、
幅
広
く
学
校
教
育
を
見
つ
め
直

す
機
会
と
と
ら
え
、
明
る
く
て
活
力
の
あ

る
学
校
を
作
る
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、
休

日
に
は
行
楽
地
に
出
か
け
、
新
緑
・
紅
葉

を
眺
め
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い

ま
す
。
美
し
い
自
然
に
包
ま
れ
る
と
心
身

と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
。
最
近
、

自
宅
の
庭
に
ビ
オ
ラ
を
植
え
た
り
、
野
菜

を
育
て
た
り
す
る
こ
と
も
始
め
ま
し
た
。

自
分
で
育
て
た
野
菜
の
味
は
格
別
で
す
。

　

こ
ん
な
私
で
す
が
、
御
嵩
町
の
た
め
に

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆指導主事
　海

か い づ

津 　 隆
たかし

平成 28 年度　補助金　　　　　・交付金の使用報告◎清流の国ぎふ推進補助金
　清流の国ぎふ推進補助金は、市町村が地域の自立的発展を目指して自ら考えおこなう事業に対して、岐阜県か
ら交付されます。平成 28年度は次の事業に対して補助金が使用されました。

事業名 事業費（千円） 補助金額（千円）
防災拠点施設を活用したトレーニング機器による介護予防・防災力
向上・地域コミュニティ形成事業 9,112 1,000

「ユネスコ「世界の記憶」杉原リスト」および岐阜の宝物「中山道
みたけ塾・伏見宿」観光連盟誘客事業 8,988 5,200

県内唯一の「環境モデル都市」におけるCO₂ 吸収源整備・保全PR推進事業 2,645 1,300
「環境モデル都市」における生活環境保全林内の環境学習施設整備事業 1,415 640

合 計 22,160 8,140

■問い合わせ：総務防災課財政係　担当：川
かわかみ

上（内線 2212）

企画課人事情報係（内線 2223) ／総務防災課財政係（内線 2212）
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◆税務課
　町税収納係

清
し み ず

水 宏
ひろやす

保

◆税務課
　資産税係

堀
ほ り え

江 功
こ う き

輝

◇
新
規
採
用
職
員
（
8
名
）

　

こ
の
た
び
、
こ
の
自
然
豊
か
な
御
嵩
町

で
働
か
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
税
務
課
の
窓
口
で
、
元
気

よ
く
挨
拶
を
し
て
明
る
く
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

私
は
、
今
ま
で
18
年
間
を
御
嵩
町
で
過
ご

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
御
嵩
町
で
働

き
貢
献
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。

　

若
さ
を
生
か
し
て
、
元
気
と
笑
顔
を
忘
れ

ず
に
頑
張
り
ま
す
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
御
嵩
町
に
恩
返
し
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◆住民環境課
　ふれあい住民係

石
い し い

井恵
え り か

理香

◆保険長寿課
　高齢福祉係

秋
あきまつ

松 祐
ゆ う や

哉

　

前
職
で
は
社
会
福
祉
士
と
し
て
高
齢
者
の

相
談
窓
口
、
地
域
資
源
の
開
発
に
携
わ
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
御
嵩
町
の
み
な
さ
ま
が
高

齢
に
な
ら
れ
て
も
、
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

　

御
嵩
町
の
歴
史
や
豊
か
な
自
然
に
惹
か

れ
、
御
嵩
町
で
働
き
た
い
と
い
う
思
い
を
も

ち
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、そ
の
思
い
が
叶
い
、

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

住
民
の
み
な
さ
ま
と
接
す
る
機
会
の
多
い

課
で
す
の
で
、
気
持
ち
の
良
い
対
応
が
で
き

る
よ
う
、
笑
顔
を
心
掛
け
て
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆建設課
　土木係

菅
か ん の

野 裕
ゆうすけ

介

◆福祉課
　保健予防係

佐
さ と う

藤沙
さ お り

央理

　

私
は
、
結
婚
・
出
産
を
経
て
、
今
後
、
御

嵩
町
で
生
活
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

第
二
の
故
郷
と
な
る
御
嵩
町
で
、
保
健
師

と
し
て
町
民
の
み
な
さ
ま
が
健
康
を
維
持
・

増
進
で
き
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　

大
学
卒
業
後
、5
年
間
民
間
企
業
で
働
き
、

今
年
度
か
ら
御
嵩
町
役
場
で
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

経
験
を
生
か
し
、
イ
ン
フ
ラ
や
公
共
物
の

整
備
・
維
持
管
理
を
し
っ
か
り
お
こ
な
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
、
ご
鞭べ

ん
た
つ撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◆農林課
　農業振興係

服
はっとり

部 博
ひ ろ き

輝

■�問い合わせ：企画課人事情報係　担当：加
か と う

藤（内線 2223）

　

私
は
こ
の
地
域
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
そ
ん
な
愛
着
の
あ
る
御
嵩
町

で
働
け
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

　

農
業
を
さ
れ
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
し
た

い
方
を
支
え
、
御
嵩
町
の
農
業
を
推
進
で
き

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

私
は
御
嵩
町
の
高
校
に
通
い
、
御
嵩
町
の

人
々
や
自
然
の
良
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
ん

な
御
嵩
町
で
働
け
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
と
一
緒
に
住
み
や
す
い
町
を
創

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◆上下水道課
　水道庶務係

大
おおわき

脇亜
あ や か

也加

企画課人事情報係（内線 2223)
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次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

～ 

教
育
委
員
会
シ
リ
ー
ズ
～

教
育
の
窓
か
ら

　
　

適て
き
お
う応
支し

え
ん援
教
室
「
オ
ア
シ
ス
教
室
」　　
　

　
「
オ
ア
シ
ス
教
室
」
は
、
学
校
へ
行
き
た

く
て
も
行
け
な
い
子
や
休
み
が
ち
な
子
の
た

め
に
、
教
育
委
員
会
が
設
置
し
て
い
る
適
応

支
援
教
室
で
す
。

　

教
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
「
心
の
居
場

所
」
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り

の
目
線
に
立
っ
て
、
悩
み
や
喜
び
を
分
か
ち

合
え
る
支
援
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活

動
、
制
作
・
創
作
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
然

体
験
活
動
、
調
理
活
動
、
教
科
の
学
習
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
、
一
人
ひ
と
り
の
状
態
に
応
じ

た
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
充
分
に
蓄

た
く
わ

え
て
、
再

び
学
校
で
人
と
関
わ
り
な
が
ら
、
い
き
い
き

と
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ア
シ
ス
教
室
へ
の
通
級
は
、
在
籍
校
へ

の
出
席
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

　

入
級
に
関
す
る
相
談
や
問
い
合
わ
せ
は
、

学
校
ま
た
は
オ
ア
シ
ス
教
室
、
御
嵩
町
教
育

セ
ン
タ
ー
へ
ど
う
ぞ
。

学
校
教
育
編　
　

〜
御
嵩
町
教
育
セ
ン
タ
ー
〜

〜
御
嵩
町
教
育
セ
ン
タ
ー
〜

★
支
援
活
動

●�

日
時
：
月
曜
～
金
曜
日　

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

　
●�

場
所
：
オ
ア
シ
ス
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
公
民
館
1
階
）

●�

通
級
申
込
方
法
：
学
校
ま
た
は
オ
ア

シ
ス
教
室
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
電
話
相
談
・
来
所
相
談

●�

日
時
：
月
曜
～
金
曜
日　

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

●�

場
所
：
オ
ア
シ
ス
教
室 

相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
公
民
館
1
階
）

●�

相
談
員
：
オ
ア
シ
ス
教
室
室
長
お
よ

び
主
任
（
教
育
相
談
員
）

◆
臨
床
心
理
士
に
よ
る

　
　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
【
予
約
制
】

●�

日
時
：
毎
週
火
曜
日　

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
場
所
：
オ
ア
シ
ス
教
室 

相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
公
民
館
1
階
）

●�

臨
床
心
理
士
：
御
嵩
町
ス
ク
ー
ル

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

高た
か
い井

沙さ
お
り織

　

※�
予
約
が
必
要
で
す
。
学
校
ま
た
は

オ
ア
シ
ス
教
室
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
学
校
生
活
へ
の
不
適
応
、
子
育
て

や
発
達
に
関
わ
る
相
談
、
い
じ
め
に
関
わ
る

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※�

オ
ア
シ
ス
教
室
に
お
け
る
支
援
・
相
談
・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
は
原
則
と
し
て
、

小
・
中
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者
を
対
象

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド募

集
！！　

　

オ
ア
シ
ス
教
室
で
は
、職
員
と
一
緒
に
、

教
室
に
来
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
話
し
相

手
に
な
っ
た
り
、遊
び
相
手
に
な
っ
た
り
、

一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
や
学
習
、
調
理
活
動
、

創
作
活
動
な
ど
を
し
て
、
お
手
伝
い
し
て

い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●�

勤
務
先
：
オ
ア
シ
ス
教
室

（
中
公
民
館 

1
階
）

●�

勤
務
内
容
：
児
童
・
生
徒
へ
の
適
応
支

援
●
勤
務
条
件
：

　

◎�

勤
務
日
：
月
曜
～
金
曜
日
の
う
ち
、

可
能
な
曜
日

　

◎
勤
務
時
間
：
午
前
9
時
～
午
後
4
時

　
　

※�

勤
務
時
間
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

◎
年
齢
：
19
歳
～
40
歳

　

◎�

資
格
：
特
に
必
要
な
し
。
健
康
で
明

朗
な
人
。

　

◎
時
給
：
８
０
０
円

　

◎
保
険
：
職
員
災
害
補
償
制
度
に
加
入

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
御
嵩
町
教
育

セ
ン
タ
ー
（
オ
ア
シ
ス
教
室
）

　

担
当
：
田た

な
か中

（
☎ 

６
７
‐
７
３
８
０
）

■�相談および問い合わせ先■�
★教育いじめ相談（教育委員会内）
　☎ 67-2111（内線 2262）
★御嵩町教育センター（教育委員会内）
　☎ 67-2111（内線 2271）
Ｅメール：gakkou@town.mitake.lg.jp
時間：午前 8時 30分～午後 5時 15分
★オアシス教室相談室（中公民館）
　☎ 67-7380( 直通 )
時間：午前 9時～午後 5時

教育センター（内線 2271）
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地域包括支援センター（保険長寿課高齢福祉係）（内線 2172)

地域包括支援
センター

（高齢者なんでも相談窓口）
高齢者などの在宅福祉サービス
メニューのご紹介　（その 2）

　町では、高齢者のみなさんに在宅で安心して生活していただくために、さま
ざまなサービスを実施しています。そのサービスについて、4月号と 5月号の
2回に分けて紹介します。2 回目の今回は、介護保険の認定を受けていない、
もしくは介護保険の認定の有無に関わらず利用することができるサービスを紹
介します。
　日常生活のなかで困っていることはありませんか？気軽にご相談ください。

① 

高
齢
者
等
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

◎�

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
自
宅

へ
お
届
け
し
ま
す

●�

内
容
：
町
と
契
約

し
た
業
者
が
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
を
自
宅
へ

配
達
す
る
も
の
で

す
。
訪
問
の
際
に

は
、
安
否
確
認
を
し
た
り
、
健
康
状
態

が
す
ぐ
れ
な
い
と
き
は
関
係
機
関
へ
の

連
絡
も
お
こ
な
い
ま
す
。
昼
食
・
夕
食

な
ど
必
要
に
応
じ
て
、
直
接
、
業
者
に

注
文
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ま
す
。

●�
対
象
：
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
、
ま
た
は
身
体

障
が
い
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

が
い
者
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
で
、
本
人
お
よ
び
そ
の
世
帯
員
が

疾し
っ
ぺ
い病

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
食
事
の
調

理
が
困
難
な
人

●�

費
用
：
昼
食
・
夕
食
、
1
食
に
つ
き

３
０
０
円

② 

高
齢
者
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

◎�

一
時
的
に
家
族
が
お
世
話
で
き
な
い
と

き
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

●�

内
容
：
家
族
の
疾
病
や
冠
婚
葬
祭
、
旅
行

な
ど
で
一
時
的
に
養
護
で
き
な
い
と
き
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
さ
わ
や
か
長
楽
荘
」

で
日
常
生
活
の
お
世
話
を
す
る
も
の
で

す
。
期
間
は
7
日
間
程
度
で
す
。

●�

対
象
：
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、
介
護

保
険
の
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
人

●�

費
用
：
1
日
に
つ
き
２
、６
０
０
円

※
健
康
診
断
書
が
必
要
で
す
。

③ 

高
齢
者
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業

◎�

専
門
員
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
が
日
常
生
活

の
支
援
や
援
助
を
し
ま
す

●�

内
容
：
日
常
生
活
を
す
る
う
え
で
支
援

の
必
要
な
高
齢

者
に
、
専
門
員

（
サ
ポ
ー
タ
ー
）

を
派
遣
す
る
も

の
で
す
。
家
事

援
助
や
公
共
機

関
な
ど
へ
の
外

出
時
の
つ
き
添

い
、
生
活
必
需
品
の
買
い
物
な
ど
、
基

本
的
に
日
常
生
活
で
必
要
な
支
援
や
援

助
、
安
否
確
認
を
し
ま
す
。

●�

対
象
：
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、
介
護

保
険
の
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
人
で
、
支
援
や
援
助
を

必
要
と
す
る
人

●�
費
用
：
利
用
料
（
30
分
あ
た
り
の
負
担
額
）

　

・�
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯 

… 
無
料

　

・
そ
れ
以
外 
… 

１
５
０
円

　

※�

安
否
確
認
の
み
は
無
料
。
た
だ
し
、
10

分
以
内
と
し
ま
す
。

④ 

住
宅
等
火
災
警
報
器
助
成
事
業

◎�

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購
入
に
か
か
る

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

●�

内
容
：
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
自
宅
に

設
置
し
た
場
合
、
購
入
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
も
の
で
す
。

●�

対
象
：
介
護
保
険
の
要
介
護
4
ま
た
は

要
介
護
5
と
認
め
ら
れ
た
寝
た
き
り
の

高
齢
者
や
認
知
症
の
高
齢
者
、
ま
た
は
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
で
、
生
活
保
護
世

帯
ま
た
は
町
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
人

●�

助
成
費
用
：

　

・�

生
活
保
護
世
帯 

… 

1
万
円
を
限
度
に

個
人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

　

・�

町
民
税
非
課
税
世
帯 

… 

購
入
し
た
金

額
と
1
万
円
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
少
な

い
金
額
の
2
分
の
1
以
内

��

各
サ
ー
ビ
ス
の
詳
し
い
内
容
や
申
請
方

法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
保
険
長
寿
課
高
齢

福
祉
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：

　

保
険
長
寿
課
高
齢
福
祉
係　

福ふ
く
た田

　
（
内
線
２
１
７
２
）
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企画課秘書広報係（内線 2200)・人事情報係（内線 2225）

行政懇談会開催
のお知らせ

　これからのまちづくりについて、住民のみなさまと一緒に考えていくため、行政懇談会を開催します。
どの会場でも参加できます。みなさま、お誘いあわせのうえ、ぜひご来場ください。

懇談内容：役場 庁舎 の建設
　　　　　中保育園・ 中児童館 の建設
　　　　　亜炭鉱跡 防災対策事業　　など

御嵩町　
平成 29 年度の主な
事業がわかります

【御嵩・中会場】
中公民館
3 階大ホール
託児あり※

5 月 13 日（土）午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分　（受付：午後１時～）

シャトルバス
伏見公民館 13：10発 → 中公民館
上之郷公民館 13：00発→御嵩公民館 13：10発→中公民館

【伏見会場】
伏見公民館
3 階大ホール

5 月 17 日（水）午後 7 時～午後 9 時　（受付：午後 6時 30分～）

シャトルバス
里公民館    18：30発 → 洞公民館 18：35発 → 山田公民館 18：40発 → 
高倉公民館 18：45発 → 伏見公民館

【上之郷会場】
防災コミュニ
ティセンター
2 階大会議室

5 月 18 日（木）午後 7 時～午後 9 時　（受付：午後 6時 30分～）

シャトルバス
前沢公民館18：20発→津橋公民館18：30発→美佐野集会所18：40発→防災コミュニティセンター

大久後公民館18：20発→綱木グラウンド18：30発→小原公民館18：40発 →防災コミュニティセンター

　※託児（中公民館会場のみ）を希望される人は、5月 11日（木）までに企画課へご連絡ください。
　※各会場で、懇談内容、終了時間が変更になることがあります。
　※駐車場に限りがありますので、シャトルバス利用や乗り合わせでご来場ください。
■問い合わせ：企画課秘書広報係　担当：土

つ ち や

谷（内線 2200）

平成 29 年工業統計調査を実施します
○�平成 29 年工業統計調査は、従業者 4人以上の全ての製造事業所を対象に、平成 29 年 6 月 1 日時点で
実施します。

○�工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにすることを目的とする政府の重要な調査で、統
計法に基づく報告義務のある基

き か ん

幹統計調査です。
○�調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国及び地域行政施策のための基礎資料として
利活用されます。

○�調査票にご記入いただいた内容は、統計作成の目的以外（税の資料など）に使用すること
は絶対にありません。

○調査の趣旨・必要性をご理解いただき、ご回答をよろしくお願いいたします。

■問い合わせ：企画課人事情報係　担当：加
か と う

藤・福
ふくおか

岡（内線 2225） ▲�工業統計キャラクター
コウちゃん
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結
核
検
診
の

お
知
ら
せ　

　

町
で
は
、
今
年
度
中
に
65
歳
以
上
に
な
る

人
を
対
象
に
、左
記
の
日
程
で
「
結
核
検
診
」

を
お
こ
な
い
ま
す
。
都
合
の
よ
い
日
時
お
よ

び
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
票
は
、
3
月
に
送
付
し
ま
し
た
「
検

診
受
診
希
望
台
帳
」
で
「
町
の
検
診
を
受
け

る
」
に
○
印
を
つ
け
た
人
お
よ
び
未
記
入
・

未
返
却
の
人
に
発
送
し
ま
す
。

　

受
診
票
を
持
っ
て
、
会
場
へ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

＜平成２９年度結核検診日程表＞

※�地区の指定はありませんので、都合のよい会場で受診してください。

※�

受
診
票
の
な
い
人
も
受

診
で
き
ま
す
の
で
、
検

診
会
場
で
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。（
無
料
）

※�

受
診
票
は
5
月
下
旬
に

発
送
予
定
で
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
榊

さ
か
き
ば
ら原

（
内
線 

２
１
９
2
）

保健センター（内線 2192）

★
今
年
度
中
に
65
歳
以
上
に
な
る
み
な
さ
ん
へ

日 程 会 場 時 間

6 月  2 日（金）

保健センター 午前   9：00 ～ 10：30
上之郷公民館 午前 11：00 ～ 11：30
中公民館 午後   1：00 ～   2：30
伏見公民館 午後   3：00 ～   4：00

6 月  7 日（水）

次月ふれあいバス停前空地 午前   9：00 ～   9：15
宿公民館 午前   9：25 ～   9：40
送木公民館 午前   9：50 ～ 10：05
城町公民館 午前 10：15 ～ 10：30
南山台東第一集会所 午前 10：40 ～ 11：00
南山台西第一集会所 午前 11：10 ～ 11：30
長岡公民館 午後   1：00 ～   1：20
板良公民館 午後   1：40 ～   2：00
みたけ会館 午後   2：10 ～   2：50
願興寺西側駐車場 午後   3：00 ～   3：30

6 月  8 日（木）

本郷公民館 午前   9：00 ～   9：30
新町公民館 午前 9：45 ～ 10：15
野崎公民館 午前 10：30 ～ 11：00
あっと訪夢 午前 11：15 ～ 12：00
伏見にこにこ館（児童館） 午後   1：30 ～   2：00
伏見公民館 午後   2：15 ～   3：30

6 月  9 日（金）

昭和町公民館 午前   9：00 ～   9：15
老人憩いの家 午前   9：30 ～ 10：30
大庭台第一公園総合集会所 午前 10：45 ～ 11：15
古屋敷公民館 午前 11：30 ～ 12：00
西田第一集会所 午後   1：30 ～   2：15
長瀬上集会所 午後   2：30 ～   3：00
保健センター 午後   3：15 ～   4：00

6 月 13 日（火）

井尻クラブ 午前   9：00 ～   9：25
谷 御嵩工業 午前   9：35 ～   9：45
つなぎセンター 午前   9：55 ～ 10：20
大久後公民館 午前 10：35 ～ 10：45
大久後 三浦様宅前 午前 10：55 ～ 11：05
小原公民館 午前 11：20 ～ 11：40
謡坂公民館 午前 11：50 ～ 12：00
美佐野公民館 午後   1：30 ～   1：45
津橋公民館 午後   2：00 ～   2：20
前沢公民館 午後   2：30 ～   2：40
御嵩公民館 午後   3：00 ～   4：00

6 月 14 日（水）

顔戸公民館 午前   9：00 ～ 10：00
大庭台第一公園総合集会所 午前 10：15 ～ 10：35
中公民館 午前 10：50 ～ 11：50
里公民館 午後   1：10 ～   1：40
洞公民館 午後   1：55 ～   2：10
稲荷台公民館 午後   2：25 ～   3：00
高倉公民館 午後   3：10 ～   3：30
高倉台公民館 午後   3：45 ～   4：00
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� 保健センターだより �
【 6 月の行事予定 】

■問い合わせ：保健センター
☎ 67-2111　ＦＡＸ 67-2118

★�予約・申し込みが必要な行事などについては、定員になり次第、受付を終了させていただきます。

★成人保健
行事名 日にち／開催時間 対象／申込方法など 開催場所

いきいき健康相談 毎週月曜日（祝日を除く）
　　　13：00～ 16：30 町内に在住している人

保健センター
精神保健福祉相談
＜予約制＞

5日（月）
　　　13：30～ 15：30

★�相談日の午前中までに保健センターへ申し込み
ください。　＜定員：3名＞

★予防接種　 ※不明な点は、保健センターにお問い合わせください。

予防接種名 日にち／開催場所／受付時間 対 象 申込方法

BCG  6 日（火）／保健センター
　　　13：00～ 13：20�

◎平成 28年 11月生まれ
◎ 1歳未満で未接種 申込不要（直接、会場へお出かけください）

不活化ポリオ ◎�接種を希望される人は、保健センターへお問い合わせください。（7歳半未満対象）

麻しん風しん
混合 1 期

8日（木）
／アカシクリニック
　13：30～ 14：00
＜予約制：定員 20 名＞

◎平成 28年 5月生まれ
◎ 2歳未満で 1期未接種

★ ��5 月 29 日（月）～ 6 月 2 日（金）
に保健センターへ申し込みください。
受付時間：8：30～ 17：15

水痘
（みずぼうそう）

20日（火）
／たけうちこどもクリニック
　　　14：30～ 14：50
＜予約制：定員 15名＞

◎ 1歳から 3歳未満で未接種
★ 6月 5日（月）～ 6月 9日（金）に
保健センターへ申し込みください。
　 受付時間：8：30～ 17：15

日本脳炎
6月 15日（木）・23日（金）・
27日（火）／保健センター
13：45～ 14：15

◎ �3 歳～ 7 歳半未満で 1 期未
接種

申込不要（直接、会場へお出かけくださ
い）

★母子保健
行事名 日にち／受付・開催時間 対 象 開催場所

母子健康手帳の交付 毎週金曜日（祝日を除く）
 　　　13：00～ 16：30 妊婦

保健センター

育児相談 21日（水）／ 受付   9：30 ～ 11：00 ０歳から就学前までのお子さん

パクパク相談 6日（火）／ 受付 14：00～ 14：15 平成 28年 11月生まれ

10か月児相談 9日（金）／ 受付   9：15 ～ 9：45 平成 28年 7月生まれ

乳児健診 21日（水）／ 受付 13：15～ 13：30 平成 29年 1月・2月生まれ

3歳児健診 29日（木）／ 受付 13：15～ 13：30 平成 26 年 4 月 2 日生まれ～ 5
月 31日生まれのお子さん

※ 4種混合は、平成 29 年４月から医療機関でおこなう個別接種となりました。

★成人検診
行事名 日にち／場所／自己負担 対象／申込方法など 申込方法

骨粗しょう症予防検診
＜各日定員：120名＞

5 月 31 日（水）・6 月 1
日（木）／保健センター
／ 1,000 円

今年度中に 40、45、50、55、
60、65、70歳になる女性

検診票が届かなかった人で希望
される人は、電話で開催日前日
までにお申し込みください。
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町のＨＯＴ
ＮＥＷＳ

　★工業団地連絡協議会から電子案内板を寄贈！
　町内工業団地「グリーンテクノみたけ」「平芝工業団地」
に立地する企業 27社で構成される「みたけ工業団地連絡
協議会」は、設立 10周年の記念として町に電子案内板を
寄贈してくださいました。
　平成28年度理事を務められた東海化成工業のみなさんが
3月16日（木）役場を訪れました。
　宮

みやなが

永元
もとひろ

弘理事長（当時）は「10年の節目に町に記念品を
贈呈しようと総意で決定しました」と語られました。
　いただいた案内板は役場玄関ロビーに設置し、町の事業
や庁舎内スケジュールなどを紹介していきます。みたけ工
業団地連絡協議会のみなさん、ありがとうございました。

★子どもたちに素敵なプレゼント！　
　御嵩町商工会青年部のみなさんが 3月 16 日（木）教
育委員会を訪れ、この春に小学校に入学した新一年生
139 人のために、文房具（鉛筆 6本と消しゴム）をプレ
ゼントしてくださいました。このプレゼントは毎年おこ
なわれています。
　御嵩町商工会青年部のみなさんは、「勉強だけではな
く、友だちへの手紙などにも鉛筆を使ってもらえたら」
などと語りました。
　各小学校では、入学式の時に一年生に配布し、授業な
どで活用しています。
　御嵩町商工会青年部のみなさん、どうもありがとうご
ざいました。

★岐阜県地域スポーツ功労賞受賞！
　御嵩町軟式野球連盟所属の藤

ふじしろ

代尚
ひ さ お

生さんが、岐阜県地
域スポーツ功労賞を受賞され、3月 13日（月）伝達式が
おこなわれました。
　藤代さんは平成 3年から御嵩町軟式野球連盟で審判部
長を務め、スポーツ少年団や中体連の野球の審判を続け
ておられます。また岐阜県軟式野球連盟審判指導員とし
て、地域の野球審判員の育成と後進の指導にも尽力され
ています。その功績が認められ、今回の受賞となりました。
　藤代さんは「子どもたちが一生懸命野球をやっている
姿を見るのが大好きで審判を続けてこられた」と喜びを
語りました。髙

た か ぎ

木教育長は「すばらしい功績です。これ
からもご尽力いただきたい」とエールをおくりました。
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年長児最後の思い出クッキング「よもぎ団子　作ったよ !!」

　上之郷保育園では、卒園式を前にした 3月 22日（水）、全
園児でよもぎ団子作りをしました。
　園の近くへ散歩に出かけ、春の陽ざしのなか、よもぎつみ
へ出かけました。
　「葉っぱの裏が白いのがよもぎだよ！」と年長児が年少児
に教えてあげる姿。「これがよもぎかな？」と年少児が年長
児を頼る姿。上之郷保育園の小規模な保育園ならではの異年
齢児の関わりが見られました。
　給食の先生に茹

ゆ

でてもらったよもぎと粉を混ぜ合わせる
と、「わぁー、緑になったよ！」「よもぎのいい匂いがする！」
と歓声があがりました。ゆであがった団子にきな粉をまぶし
て、よもぎ団子の完成です !!
　おやつの時間は、みんなの笑顔でいっぱいでした。優しかっ
た年長さんのように、今度は年中・年少児がやさしいお兄さん、
お姉さんになるぞ！と意気込んだ春のひとときでした。
　そして今、ひとつ大きくなった子どもたちは喜びと期待でいっぱいです。
　これからも身近な自然と触れ合いながら、四季を感じ、笑顔あふれる保育園にしたい
と考えています。

上之郷
保育園

　★陸上ホッケーで全国大会へ出場！
　「第 48回全国高等学校選抜ホッケー大会」（3月
24 日から、岐阜県各務原市で開催）への出場が決
まった東濃実業高等学校１年生の渡

わたなべ

邉彩
さ ゆ

友さん（比
衣）、渡

わたなべ

辺真
ま お

央さん（本郷）が 3月 21 日（火）役
場を訪れ、全国大会の出場報告をおこないました。
　二人は 1年生ながら中学時代バスケットボール
で鍛えた体力を活かし、代表選手に選抜されました。
　彩友さんは「一生懸命ボールを追いかけてパスを
つなげていきたい」、真央さんは「強い相手ばかり
なので精いっぱい自分の力を発揮したい」と語りま
した。　
　渡

わたなべ

邊町長は「継続してぜひオリンピックを目指し
てください。楽しみにしています」と激励しました。

▲ �こんなによもぎが取れた
よ！

▲ �よもぎ団子を茹でるといい
香りが広がります。

　★地域活動の支援のために・・・
　東濃信用金庫専務理事の佐

さとう

藤広
ひろみ

実さんが 3月
16 日（木）、役場を訪れ、地域社会の活性化を
目的とした「公益財団法人とうしん地域振興協
力基金」からの助成金、30 万円分の小切手を
渡
わたなべ

邊町長に手渡されました。
　地域活動を支援するこの助成金は毎年おこな
われています。
　今年度は、４月にオープンした防災コミュニ
ティセンターに設置した筋力トレーニング機器
購入事業にこの助成金を活用しました。
　ありがとうございました。

▲ �よもぎをみつけた！

▼写真左から、渡辺真央さん、渡邊町長、渡邉彩友さん
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◆
多
重
債
務
無
料
相
談
会

～
返
し
き
れ
な
い
借
金
に

お
困
り
の
み
な
さ
ん
へ
～

　

県
で
は
、毎
月
、「
多
重
債
務
無
料
相
談
会
」

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。『
返
し
き
れ
な
い

借
金
の
支
払
い
に
困
っ
て
い
る
』『
利
息
を

払
い
過
ぎ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
』
と
悩
ん

で
い
る
人
は
、
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
：
5
月
19
日
（
金
）

　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

●�

場
所
：
東
濃
西
部
総
合
庁
舎

　

�（
多
治
見
市
上
野
町
5
‐
68
‐
１ 

）

●
相
談
料
：
無
料

●�

相
談
員
：
弁
護
士

●�

相
談
方
法
：
面
接
相
談
（
30
分
、
事
前
予

約
制
）

　

※�

電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
5
月
18
日

（
木
）
ま
で
随
時
受
付
。

■��

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
県
民
生
活
相

談
セ
ン
タ
ー　

☎ 

０
５
８
‐
２
７
７
‐

１
０
０
３

◆
交
通
事
故
巡
回
相
談

　

県
で
は
、
毎
月
、「
交
通
事
故
巡
回
相
談
」

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
で
悩
ん

で
い
る
人
は
、
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
：
5
月
12
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

●�

場
所
：
可
茂
総
合
庁
舎

　

�（
美
濃
加
茂
市
古
井
町
下
古
井
２
６
１
０
‐
１ 

）

●
相
談
料
：
無
料

●�

相
談
方
法
：
面
接
相
談
（
事
前
予
約
制
）

　

※�

電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
5
月
11
日

（
木
）
ま
で
随
時
受
付
。

虐待かも？　と思ったら1
いちはやく

89番へ
　子どもたちや子育てに悩む保護者
のSOSの声をいちはやくキャッチ！
児童相談所全国共通ダイヤル：１８９

　●�お近くの児童相談所へ
　　つながります。
　●�通話料がかかります。

※6月上旬の相談日も掲載しています。

相談名 日 程 時 間 場 所 備 考

　福祉課 （内線 2122・2120）

障がい者相談 5 月 12日（金） 午後 1時〜午後 3時 役場北庁舎
2階第 3研修室

障がい者相談員による相談で
す。気軽にお出かけください。

人権相談 6 月  1 日（木） 午後 1時〜午後 4時 役場北庁舎
3階中会議室

人権擁護委員による相談で
す。気軽にお出かけください。

　住民環境課（内線 2103）

消費者相談

月曜〜金曜日
（祝日を除く）

午前 8時 30分〜
午後 5時 15分

役場本庁舎
1階相談室

住民環境課ふれあい住民係
で受付をしてください。

※第 1・3金曜日　午前 10時～午後 3時は消費生活相談員が相談を受け付けます。

行政相談 5 月 23日（火） 午後 1時 30分〜
午後 3時 30分

役場北庁舎
2階第 3研修室

法律相談（弁護士） 5 月 26日（金）  午後 3時〜午後 7時 役場北庁舎
2階教育会議室

 �要予約※事前に予約してく
ださい。定員になり次第締
め切り（定員 8名）

　オアシス教室（☎ 67-7380）

教育相談
 （不登校・いじめなど）

月曜〜金曜日
（祝日を除く） 午前 9時〜午後 5時 オアシス教室

（中公民館内）

臨床心理士による
カウンセリング 

毎週火曜日
（祝日を除く）

午前 9時〜午後 5時 中公民館
1階相談室

 �予約制
 対象：小中学生および保護者
 申込先：
 各小中学校・オアシス教室

ひとりで悩まないで！　まずはお電話ください
　家庭や仕事、DV、人間関係など、生き方に関する悩みを
電話でお聞きします。相談は無料で、秘密は固く守られます。
岐阜県男女共同参画プラザ相談窓口
　「電話相談」専用ダイヤル：058-278-0858
　●�相談日：日曜～木曜日・第 1・3土曜日（祝日、年末年始を除く）
　●�時間：午前 9時～正午／午後 1時～午後 5時
※�電話相談には、男女共同参画専門相談員が応対します。

5 月の相談日

情 報 ガ イ ド
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� �リサイクルステーション

＜ 生活学校 ＞
5 月の開催日：7 日（日）
6 月の開催日：4 日（日）

時間：午前 9時～午前 11時
場所：役場 駐車場（庁舎裏側）

＜ あゆみ館 ＞
開催日：毎週月曜～金曜日

（土・日・祝日・年末年始を除く）
時間：午前 9時～午後 5時
場所：あゆみ館（新木野）

� � 分別収集
　※�収集時間については、朝方の 1時間

程度です（例：午前 7時～午前 8時）。
各自治会・アパートによって収集時
間が違いますので、それぞれの役員
または分別指導員にお尋ねください。

■��

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
県
民
生
活
相

談
セ
ン
タ
ー　

☎ 

０
５
８
‐
２
７
７
‐

１
０
０
１

◆�

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

岐
阜
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
お
よ
び
美

濃
加
茂
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
全
国

一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

い
じ
め
、
体
罰
、
差
別
問
題
、
家
庭
内
、

近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
悩
み
ご
と
な
ど
人
権

に
関
す
る
困
り
ご
と
は
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

開
設
日
時
：
6
月
1
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

●�

開
設
場
所
：
役
場
北
庁
舎
3
階 

中
会
議
室

●
相
談
員
：
人
権
擁
護
委
員

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

担
当
：
生い

こ
ま駒

（
内
線 

２
１
２
２
）

収集地区  不燃ごみ・ 粗大ごみ
収 集 日

上之郷
御　嵩

5月 17日（水）
6月 21日（水）

中 5月 19日（金）
6月 23日（金）

伏　見 5月 16日（火）
6月 20日（火）

収集地区 分別収集日
上之郷
御　嵩

5月　 7日（日）
6月　 4日（日）

中
伏　見

5月 21日（日）
6月 18日（日）

ご み 収 集
� � 不燃ごみ（金物類・ガラス類）
� � 粗大ごみ（可燃・不燃）

収集地区 プラスチック製
容器包装収集日

上之郷
御　嵩

5月 2日（火）
5月 16日（火）
6月 6日（火）
6月 20日（火）

中
伏　見

5月 4日（木）
5月18日（木）
6月 1日（木）
6月15日（木）

※不燃ごみの集積所に出してください

く
ら
し

★
納
期
限
、
お
忘
れ
な
く
！　

　

納
期
限
は
5
月
31
日
（
水
）
で
す
。

○
軽
自
動
車
税�

○
国
民
健
康
保
険
税�

2
期
分

○
介
護
保
険
料�

5
月
分

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

随
14
期
分

○
上
下
水
道
使
用
料�

4
月
分

（
口
座
振
替
日　

5
月
25
日
）

○
保
育
料�

5
月
分

○
町
営
住
宅
家
賃�

5
月
分

◆
休
日
歯
科
診
療
当
番
医

　

5
月
の
祝
日
な
ど
に
、
可
児
地
区
で
診
療

可
能
な
歯
科
は
次
の
と
お
り
で
す
。

5
月
3
日
（
水
）
：
さ
く
ら
歯
科
医
院

　

可
児
市
皐
が
丘　

☎ 

５
６
‐
０
１
８
０

5
月
4
日
（
木
）
：
歯
科
加
藤
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

可
児
市
皐
が
丘　

☎ 
６
４
‐
２
２
２
６

5
月
5
日
（
金
）
：
お
く
だ
歯
科

　

可
児
市
広
見　

☎ 

４
２
‐
８
１
３
３

※�

必
ず
電
話
を
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

●
受
付
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
3
時

■�

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
神か

ん
だ田

（
内
線 

２
１
９
２
）

◆
献
血

　

献
血
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

【
ラ
ス
パ
御
嵩
店
】

●
日
時
：
5
月
23
日
（
火
）

　

�

午
前
10
時
～
正
午
／
午
後
1
時
30
分
～
午

後
4
時

■�

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
榊

さ
か
き
ば
ら原

（
内
線 

２
１
９
２
）

◆
資
源
回
収

【
上
之
郷
小
・
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
資
源
回
収
】

【
伏
見
地
区
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
】

【
向
陽
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
資
源
回
収
】

●
日
程
：
5
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

※�

予
備
日
：
5
月
21
日
（
日
）

お
知
ら
せ

◆�

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）

の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

2
月
下
旬
に
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対

策
分
）
の
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
へ

申
請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
書
が
届
い
た
人
で
、
ま
だ
手
続
き
を

お
こ
な
っ
て
い
な
い
人
は
、
申
請
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
身
分
証
明
書
な
ど

の
必
要
書
類
と
あ
わ
せ
て
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限
：
6
月
1
日
（
木
）

※�

窓
口
で
も
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

●�

受
付
場
所
：
役
場
本
庁
舎
１
階　

第
１
会

議
室
、
ま
た
は
福
祉
課
の
窓
口

■�

問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

担
当
：
生い

こ
ま駒

（
内
線 

２
１
２
２
）
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◇ 有料広告を募集しています ◇　　申込方法などの詳細は、町ホームページをご覧ください。
　①広報紙「ほっとみたけ」　　②御嵩町ホームページ（バナー広告）　　③ふれあいバス

　

一
定
規
模
以
上
の
工
場
（
特
定
工
場
）
に

つ
い
て
は
、
工
場
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
生

産
施
設
の
面
積
や
緑
地
等
の
面
積
の
割
合
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
工
場
の
設
置
・
変
更

を
お
こ
な
う
際
に
は
届
出
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
い
届
出
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
企
画
課
企
画
調
整
係

　

担
当
：
安あ

ん
ど
う藤

（
内
線 

２
２
７
７
）

◆�

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
を
活

用
し
ま
せ
ん
か
？

　

町
で
は
、
農
業
・
農
村
が
持
つ
多
面
的

な
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
の

み
な
さ
ん
が
共
同
で
お
こ
な
う
団
体
活
動
に

対
し
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を
交
付
し
、

支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

次
の
2
つ
の
取
り
組
み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
農
地
維
持
支
払
交
付
金

・�

農
地
法
面
の
草
刈
り
、
水
路
の
泥
上
げ
、

農
道
の
路
面
維
持
等
の
基
礎
的
保
全
活
動

・�

農
村
の
構
造
変
化
に
対
応
し
た
体
制
の
拡

充
・
強
化
、
保
全
管
理
構
想
の
作
成
な
ど

②
資
源
向
上
支
払
交
付
金

・
水
路
、
農
道
、
た
め
池
の
軽
微
な
補
修

・�

植
栽
に
よ
る
景
観
形
成
、
ビ
オ
ト
ー
プ
作

り
、
水
質
調
査
、
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査

・�

施
設
の
長
寿
命
化
の
た
め
の
活
動
な
ど

　

現
在
2
団
体
が
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

を
活
用
し
て
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
お
こ
な
う
た
め
に
は
各
地
域
に
お

い
て
、
活
動
組
織
を
設
立
し
、
事
業
計
画
を

作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

広　

告

◆
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
、
オ
ー
プ
ン
！

●�
開
放
期
間
：
5
月
20
日
（
土
）
～

9
月
30
日
（
土
）

　

※�
夜
間
の
部
：
7
月
1
日
（
土
）
～

8
月
31
日
（
木
）

●
開
放
時
間
：

　

◎
午
前
の
部 
… 
午
前
9
時
～
正
午

　

◎
午
後
の
部 

… 
午
後
1
時
～午

後
4
時
30
分

　

◎
夜
間
の
部 

… 

午
後
6
時
～
午
後
9
時

●�

休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、
第
3
日
曜
日
の

夜
間
の
部

●�

利
用
料
金
：
小
・
中
学
生 

50
円
／
高
校

生
以
上 

１
０
０
円
／
幼
児 

無
料

※�

プ
ー
ル
の
ご
利
用
に
は
、
水
泳
帽ぼ

う
し子

が
必

要
で
す
。

※�

夜
間
、中
学
生
以
下
の
入
場
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
（
高
校
生
以
上
）
が
必
ず
一
緒
に

水
着
を
着
用
の
う
え
、
つ
き
添
い
が
必
要

で
す
。

※�

幼
児
の
保
護
者
は
水
着
を
着
用
の
う
え
、

つ
き
添
い
と
し
て
一
緒
に
プ
ー
ル
へ
お
入

り
く
だ
さ
い
（
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
の
見
学

は
不
可
）。

※�

お
む
つ
の
取
れ
て
い
な
い
幼
児
は
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。（
水
遊
び
用
の
紙
お

む
つ
不
可
）

■�

問
い
合
わ
せ
：
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
安や

す
い井　

☎ 

６
７
‐
５
１
９
６

◆�

工
場
立
地
法
に
基
づ
く
届
出
に
つ
い
て

※�

平
成
29
年
4
月
1
日
よ
り
県
か
ら
御

嵩
町
へ
権
限
が
移
譲
さ
れ
ま
し
た
。
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◆ 

竹
屋
資
料
館　
呈
茶
の
日

　

呈
茶
の
日
を
開
催
し
ま
す
。
古
民
家
で
お

茶
と
お
菓
子
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
：
6
月
4
日
（
日
）

　

午
前
11
時
～
午
後
2
時

●
場
所
：
商
家
竹
屋　

奥
座
敷

●�

協
力
：
御
嵩
町
茶
華
道
連
盟

●
年
齢
：
ど
な
た
で
も

●
定
員
：
30
名

●
協
力
金
：
一
服
３
０
０
円

※�

竹
屋
資
料
館
で
お
茶
券
を
前
売
り
販
売
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
：
竹
屋
資
料
館

　

担
当
：
棚た

な
せ瀬　

☎
６
７
‐
５
７
０
４

◆�
家
庭
教
育
学
級

　
　
　

ふ
れ
あ
い
人
権
子
育
て
講
演
会

　
「
輝
く
い
の
ち
の
た
め
に
」

　

昨
年
大
好
評
を
い
た
だ
い
た
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
性
と
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
講
演
い

た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
：
6
月
24
日
（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

●�

会
場
：
中
公
民
館
3
階
大
ホ
ー
ル

●�

講
師
：
山や

ま
も
と本

文ふ
み
こ子

氏
（
助
産
師
・
い
の
ち

咲
か
せ
た
い
代
表
）

●�

申
込
方
法
：
生
涯
学
習
課
へ
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※�

託
児
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
先
着
順
60
名
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。（
小
学
生
以
下
対
象
）

●
申
込
期
間
：
5
月
1
日（
月
）～
31
日（
水
）

■�

問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　

担
当
：
山や

ま
だ田

（
内
線 

２
２
６
８
）

　

:katei@
tow

n.m
itake.lg.jp

広　

告

※財源確保などのために、有料広告を掲載しています。内容に関するお問い合わせは、それぞれの問い合わせ先にお尋ねください。

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
農
林
課
農
業
振
興
係

　

担
当
：
服は

っ
と
り部

（
内
線 

２
１
６
３
）

催
　
し

◆
少
年
の
主
張
大
会

　

御
嵩
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、
少

年
の
主
張
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
力
の
こ

も
っ
た
発
表
を
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時
：
６
月
17
日
（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
～
午
前
11
時
45
分

●�

場
所
：
中
公
民
館
３
階
大
ホ
ー
ル

●�

発
表
者
：
町
内
小
中
学
校
代
表
各
２
名

　

東
濃
高
校
・
東
濃
実
業
高
校
各
１
名

●�

内
容
：
少
年
の
主
張
大
会

■�

問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

担
当
：
高た

か
は
し橋

（
内
線 

２
２
６
７
）

��

◆
東
濃
高
校　

公
開
授
業

　

日
頃
の
高
校
に
お
け
る
授
業
を
保
護
者
の

方
お
よ
び
地
元
の
み
な
さ
ん
に
公
開
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
本
校
の
教
育
や
生
徒
の
よ
う
す

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
当
日
は
玄
関
で
受
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

日
時
：
5
月
1
日
（
月
）

　

午
後
０
時
50
分
～
午
後
１
時
30
分

●�

会
場
：
東
濃
高
等
学
校

■�

問
い
合
わ
せ
：
東
濃
高
等
学
校

　

☎
６
７
‐
２
１
３
６
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○
夜
の
部
＝
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

●�

開
催
場
所
：
可
児
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●�

内
容
：
簡
単
な
日
常
会
話
の
学
習

●�

対
象
者
：
手
話
に
興
味
が
あ
り
、
手
話
講

座
前
期
（
入
門
編
）
講
座
を
受
講
し
た
人

お
よ
び
同
等
レ
ベ
ル
の
人

●
定
員
：
昼
の
部
・
夜
の
部
各
25
人
（
抽
選
）

●
参
加
費
：
３
、２
４
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　

※
前
期
講
座
受
講
者
は
不
要

●�

申
込
方
法
：
往
復
は
が
き
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を
記
入

し
、
県
聴
覚
障
害
者
協
会
（
〒
５
０
０
‐

８
３
８
４ 

岐
阜
市
薮
田
南
５
‐
14
‐
53

 
ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館
６
階
）
に
郵
送
。

●
申
込
期
限
：
6
月
2
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
：
県
聴
覚
障
害
者
協
会

　

☎ 
０
５
８
（
２
７
８
）
１
３
０
１

　

ＦＡＸ 

０
５
８
（
２
７
４
）
１
８
０
０　

◆
点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

　

視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
育
成
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
岐
阜
県
の
委
託
事
業
で
す
。

�【
1
点
訳
講
習
会　

可
児
教
室
】

　

◎�

場
所
：
可
児
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
可
児

市
今
渡
６
８
２
‐
1
）

【
2
音
訳
講
習
会　

美
濃
加
茂
教
室
】

　

◎�

場
所
：
美
濃
加
茂
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
美
濃
加
茂
市
太
田
町
３
４
２
５
‐
1
）

【
1
、
2
共
通
】

●�

日
時
：
6
月
9
日
～
平
成
30
年
3
月
ま
で

全
29
回
開
催
。
金
曜
日
午
前
10
時
～
正
午

※�

1
、
2
と
も
、
1
～
3
回
・
28
～
29
回
目

広　

告

は
視
覚
障
害
者
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
ぎ
ふ

（
岐
阜
市
梅
河
町
1
‐
4
）で
開
催
し
ま
す
。

●�

対
象
：
65
歳
ま
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者

●
定
員
：
各
20
名

●
受
講
料
：
無
料

●�

申
込
方
法
：
視
覚
障
害
者
生
活
情
報
セ
ン

タ
ー
ぎ
ふ
へ
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�
申
込
期
限
：
5
月
25
日
（
木
）

■�
申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
社
会
福
祉
法
人

岐
阜
ア
ソ
シ
ア
（
視
覚
障
害
者
生
活
情
報

セ
ン
タ
ー
ぎ
ふ
）

　

☎ 

０
５
８
‐
２
６
３
‐
１
３
１
０

　

ＦＡＸ 

０
５
８
‐
２
６
６
‐
６
３
６
９

講
　
座

◆
中
山
道
み
た
け
館　
親
子
向
け
講
座

　
「
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
笑
顔
を
創
る

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ガ
＆
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

　

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
が
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
楽
し

み
な
が
ら
お
こ
な
う
ヨ
ガ
＆
マ
ッ
サ
ー
ジ
で

す
。育
児
に
ヨ
ガ
を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
：
5
月
28
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

●
場
所
：
中
山
道
み
た
け
館
1
階
研
修
室

●�

対
象
：
生
後
2
か
月
～
1
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
と
そ
の
保
護
者

●
定
員
：
15
組

　

※�

先
着
順
（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

●
参
加
費
：
無
料

●�

申
込
期
限
：
5
月
14
日
（
日
）

●�

申
込
方
法
：
中
山
道
み
た
け
館
へ
直
接
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
：
中
山
道
み
た
け
館

　

担
当
：
渡わ

た
な
べ邉　

☎
６
７
‐
７
５
０
０

◆
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
後
期
）

●�

開
催
日

○�

昼
の
部
＝
6
月
12
日
（
月
）
～
12
月
25
日

（
月
）
の
毎
週
月
曜
日
（
全
26
回
）

○�

夜
の
部
＝
6
月
13
日
（
火
）
～
12
月
5
日

（
火
）
の
毎
週
火
曜
日
（
全
26
回
）

　

※
祝
日
は
除
き
ま
す

●�

開
催
時
間
：

　

○
昼
の
部
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
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�

◆
わ
く
わ
く
体
験
館　

ガ
ラ
ス
工
芸
講
座

　

1
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
基
礎
講
座
Ⅱ

�　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
技
法
で
、「
テ
ラ
リ

ウ
ム
」
ま
た
は
「
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
」

を
作
り
ま
す
。

●
開
催
日
：
4
回
コ
ー
ス

　
●
時
間
：
①
③
午
前
9
時
～
正
午

　
　
　
　

②
午
後
1
時
～
午
後
4
時

●
定
員
：
8
名
（
抽
選
）

●
受
講
料
：
4
回
分
、
材
料
費
・
税
込
み

　

１
1
、
0
０
０
円

●
対
象
：
一
般
成
人

●��

場
所
：
わ
く
わ
く
体
験
館

　
（
可
児
市
塩
河
１
０
７
１
‐
４
）

●�

申
込
方
法
：
わ
く
わ
く
体
験
館
に
直
接

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
期
限
：
5
月
20
日
（
土
）

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
わ
く
わ
く
体

験
館　

☎ 

６
５
‐
１
５
１
５

◆
Ｐ
Ｔ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

知
的
障
が
い
や
自じ

へ
い
し
ょ
う

閉
症
な
ど
の
発
達
障
が

い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
理
解
者
や
支
援

者
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
座
の
受

講
者
を
募
集
し
ま
す
。受
講
料
は
無
料
で
す
。

●�

日
程
：
4
回
コ
ー
ス
、
土
曜
日
開
催

　

�

①
6
月
24
日
／
②
7
月
8
日
／
③
10
月
14

日
／
④
11
月
11
日

●�

時
間
：
午
後
1
時
～
午
後
4
時

●��

場
所
：
岐
阜
県
立
中
濃
特
別
支
援
学
校

�

●�

対
象
：
高
校
生
以
上

●�

定
員
：
30
名

●�

内
容
：
4
回
の
講
座
で
、
講
師
や
保
護
者

の
講
話
を
聞
い
た
り
、
実
際
に
子
ど
も
た

ち
と
の
活
動
や
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い

な
が
ら
学
ん
で
い
き
ま
す
。

●�
申
込
方
法
：
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

「
岐
阜
県
立
中
濃
特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

地
域
活
動
委
員
会
宛
」
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

必
要
事
項
：
①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
②

性
別
、
③
生
年
月
日
・
年
齢
、
④
職
業

（
学
校
名
・
学
年
）、
⑤
住
所
・
郵
便
番
号
、

⑥
電
話
番
号
（
自
宅
・
携
帯
）、
⑦
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、
⑧
講
座
受
講
希
望
理
由

●�

申
込
期
間
：
5
月
15
日
（
月
）
～
６
月
2

日
（
金
）（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■���

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
岐
阜
県
立
中
濃

特
別
支
援
学
校　

担
当 

渉
外
部 

山や
ま
も
と本

・

野の
な
か中　

〒
５
０
１
‐
３
９
３
８

　

関
市
桐
ヶ
丘
2
‐
3

　

☎ 

０
５
７
５
‐
２
４
‐
１
７
７
３

　

ＦＡＸ 

０
５
７
５
‐
２
４
‐
６
２
６
５

情 報 ガ イ ド

①��

木
曜
午
前

　

コ
ー
ス

6/1 
・ 

6/8 

・ 

6/15 

・ 

6/22

②
金
曜
午
後

　

コ
ー
ス

6/2
・ 
6/9 
・ 

6/16 

・ 

6/23

③���

土
曜
午
前

　

コ
ー
ス

6/3 

・ 

6/10
・ 

6/17
・ 

6/24

災害の時も、安心ラジオ『ＦＭらら』周波数 76.8MHz
～御嵩ミーモスタジオから放送しています～

　東日本大震災で必要性が見直されたコミュニティＦＭ。「ＦＭらら」は災害
時に備え、御嵩町の情報を発信しています。
毎週火曜日 朝 8:00 ～ 10:00 「モーニングライン火曜日」は、御嵩駅前「ふ
らっとハウス」向かいのスタジオから公開生放送中！

電波の届かない地域、お出かけ先でも…
★★ ＦＭらら無料アプリをご活用ください ★★

　　　スマートフォン、タブレットで簡単に放送を聴くことができます。
　　　防犯情報や緊急情報の文字配信もしています。	
　　　　　　　　　アプリダウンロードはこちらから→

♪メッセージ・リクエストは…
メール　rara@fm768.jp　　FAX　0574-50-2882
郵便　〒 509-0294　FM らら  ※郵便番号だけで届きます

■��問い合わせ：
　企画課秘書広報係　担当：土

つ ち や

谷（内線 2200）
　／FMらら　☎ 50-2080
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5 月の休館日
《毎週月曜日　毎月第 3火曜日》

《毎月最終金曜日》

  1 日（月）、8 日（月）、15 日（月）
16 日（火）、22 日（月）、26 日（金）、
29 日（月）
※ �3 日（水）～ 5 日（金）のゴールデ

ンウィーク期間は開館します

◆ おとなのシネマシアター
　「ポテチ」
◦日時：5 月 21日（日）
　午後 2時〜午後 3時 10分
◦場所：1 階 研修室

◆ わくわくたいむ（読み聞かせ）
　�絵本や紙芝居の読み聞かせです。
　5月はネコの本を紹介します。
◦�日時：5 月 6日（土）・13日（土）
　　　　　・27日（土）
　午後 2時〜午後 2時 30分
◦場所：おはなしのへや

◆ えほんのひろば
　（0 歳～ 3 歳児向け）
◦�日時：5月9日（火）・
23日（火）

　午前 10時 30分〜午前 11時
◦場所：おはなしのへや

◆ 郷土館　企画展
　「御嵩あかでんランド」
◦�期間：5 月 27日（土）
　　　　～ 7月 9日（日）まで
◦�場所：2 階 特別展示室
　昨年９月に名鉄広見線沿線で開催され
たその日限りの特別な遊園地を制作グッズ
とともに紹介します。

◆ 中山道みたけ館ミニ展示
 �「わくわくたいむ」紹介展
　読み聞かせ「わくわくたいむ」
で読んだ本を紹介した「わくわく
たいむず」とそこで紹介した本を
展示します。
◦��期間：5月25日（木）まで
◦�場所：1 階 エントランスホール

◆ キッズシアター
　「�トムとジェリー 花火はすごいぞ」
◦日時：5 月 20日（土）
　午後 2時〜午後 2時 50分
◦場所：1 階 研修室

◆ 郷土館　企画展関連講座
    「ペーパークラフト」
　ミーモくんが乗った赤い電車を
作ります。
◦�日時：6 月 10日（土）
　午前 10時～午後 3時
◦場所：2階ロビー
◦年齢：小学生以上
◦参加費：無料
◦�申し込み：事前の申し込みは不
要です。直接お越しください。

◆ 竹屋資料館　ミニ展示
　「伊勢型紙展」　
◦�期間：5 月 21日（日）
　　　  ～ 6月 1日（木）まで
◦場所：商家竹屋　主屋
◦協力：中公民館伊勢型紙同好会

★ ★　5 月の予定　★ ★

火〜金：午前10時〜午後6時

：午前 9時〜午後5時土・日
祝 日

（図書館・郷土館・竹屋資料館）

中山道みたけ館�☎（0574）67-7500
　御嵩町御嵩 1389 番地 1
竹屋資料館� ☎（0574）67-5704
　御嵩町御嵩 1406 番地

中 山 道
み た け 館
開
館
時
間

※� 対象者 … H28 後期組：平成 28年   4 月 ～ 平成 28年 9月生まれ
　 対象者 … H29 前期組：平成 28年 10月 ～ 平成 29年 3月生まれ…（現在学級生募集中！）
　乳幼児期家庭教育学級の申し込みは随時受け付けています。入級を希望される人は、お問い合わせください。
　(申込書は、各公民館、各児童館、子育て支援センターぽっぽかんにもあります )
　■申込先／問い合わせ：生涯学習課生涯学習係　担当：渡

わ た べ

部（内線 2267）　�:katei@town.mitake.lg.jp

☆★☆★☆★ 乳幼児期家庭教育学級だより ☆★☆★☆★
　～ 5 月の講座 ～　

教育委員会では、乳幼児の保護者のみなさんを対象に、子育ての学習と仲間作りを目的とした『乳幼児期家庭教
育学級』を設置しています。今月は次の講座を各地区でおこないます。ぜひご参加ください。

学級名 開催日 時 間 場 所 講座の内容

みかん（上之郷・御嵩）学級 24 日（水） 午前 10時
～

午前 11時 30分

上之郷小学校 　上之郷小学校見学

中学級 17日（水） 中公民館 　ベビーサインを知ろう・交通安全講話

伏見学級 16日（火） 伏見公民館 　英語で遊ぼう

0歳児学級
(H28 後期 ) 12 日（金） 午前 10時

～
午前 11時 30分

保健センター 　音とふれあって遊ぼう！（リトミック）

0歳児学級
(H29 前期 ) 22 日（月） 保健センター

　開級式
　「みんな一緒に子育てスタート！」
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＜中児童館＞
11 日（木）ひよこタイム（春見つけ散歩）
　　　　　　　　　　　　　　　　午前 10 時 30 分～
13 日（土）母の日のプレゼント作り
　　　　　「フラワープードル」　　     午後 1 時 30 分～

20 日（土）みんなで遊ぼう              
　　　　　「バドミントンをしよう」     午後 1 時 30 分～

25日（木）ひよこタイム（リズム・手指あそび）
　　　　　　　　　　　　　　　　   午前 10 時 30 分～
27日（土）作って遊ぼう
          「クルクルへび・パタパタ風車」 午後 1 時 30 分～

＜伏見児童館＞（伏見にこにこ館内）
10 日（水）ひよこタイム（母の日のプレゼント作り）
　　　　　　　　　　　　　　   　　午前 10 時 30 分～

13 日（土）母の日のプレゼント作り
　　　「お花いっぱいティッシュボックス」  午後 1 時 30 分～

24 日（水）ひよこタイム（春見つけ散歩）
　　　　　　　　　　　　　　  　　 午前 10 時 30 分～

27 日（土）カンタンおやつ作り            
　　　　  「たこやきカステラ」             午後 1時 30 分～

申

参

申

参… 申込必要 … 参加費必要

    指定管理者：一般社団法人みたけスポーツ文化倶楽部
　中児童館    ☎ 67-0400　　御嵩町中 1960-3
　伏見児童館 ☎ 67-3625   　御嵩町伏見 1311-1
   休館日：日曜日、祝日、年末年始
   開館時間：午前 9 時～午後 5 時

★★ 5 月の予定★★

 み
んなの笑顔が集う場所

小

参

… 小学生以上

館童児
あなたの

子育てのお手伝いをします
子育て支援センター

休館日：土曜・日曜日、祝日、年末年始
         開館時間：午前 9 時～午後 5 時
　　　☎ 67-5221　御嵩町顔戸 1176 番地 2
☆ぽっぽかんは・・・
　主に就園前のお子さんとその保護者を対象に、行事
や教室を通して子育てのお手伝いをします。
　育児相談も受け付けています。

★“親子教室”のご案内（随時会員受付中！）　
　
平成 29年度親子教室の申し込みを受付中！
ぽっぽかんへお申込みください。※町内在住親子対象

　　

★“せいさく広場”親子で一緒に簡単な工作を楽しもう
　工作の内容「牛乳パックしんかんせんを作ろう」
　◆日時：① 5月 10日（水）午前10時 30分～午前 11時
　　　　　② 5月 24日（水）午前10時 30分～午前 11時
　�①、②は同じ内容です。都合の良い日程でご参加ください。

★“おおきくなーれ”
　身長・体重の計測です。成長の記録にご利用ください。
　◆日時：5 月 18日（木）・19日（金）
　午前 9時 30分～午前 11時 20分

★“誕生日会”　5 月生まれのみなさん、集合しよう！
　月に一度、その月の誕生児をみんなでお祝いします。
　お子さんの誕生月に是非ご参加ください。
　◆日時：5 月 31日（水）　
　　午前 11時 30分～（受付は午前 11時まで）

★“みみちゃんタイム”（絵本の読み聞かせ）
　支援室では毎日絵本の読み聞かせをしています。
　◆時間：午前 11時 30分～
　※�絵本も毎日貸出中 !!　職員に声をおかけください。

★“あそびの広場”
　�申し込み受付中！参加する保育園を決めて、各保育
園かぽっぽかんへお申込みください。

　上之郷保育園 25 日（木）／御嵩保育園 18日（木）
　中保育園       10 日（水）／伏見保育園 11日（木）
 
★“出前保育”をおこないます！
　みんなで遊んで楽しみながら、交流を深めましょう。
　◆日時：6 月 8日（木）午前 10時～午前 11時 30分
　◆�場所：上之郷保育園内子育てサロン（持ち物：水筒）

ぽっぽかん

（持ち物：シールノート・お茶、大判のハンカチ、タオルなど）

◎りんごコース
　平成 26 年 4 月 2 日～
　27 年 4 月 1 日生まれ
◎ 5月 12日（金）：散歩
◎ 5月 26日（金）：栄養士の話
◎ 6月 12日（月）：人形劇
◎ 6月 23日（金）：七夕制作

◎さくらんぼコース
　平成 27 年 4 月 2 日～
　28 年 4 月 1 日生まれ
◎ 5月 15日（月）：散歩
◎ 5月 29日（月）：保健師の話
◎ 6月 12日（月）：人形劇
◎ 6月 26日（月）：七夕制作

小

参

申

参

申

参小

参

申

参

申

参小

参

申

参

申

参小

参

小

参
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＜ 平成 29 年 3 月受付分（敬称略）＞お悔やみ
　申し上げます

お誕生
　　おめでとう

出生児名 自治会名 保護者名

村
むらしま

島 侑
ゆ う き

樹（前 沢）啓 太
涼 子

伊
い と う

藤 凜
り ん な

那（共 和 台）駿 太
麻衣香

渡
わたなべ

邊 初
は つ ね

音（本 郷）浩 章
英 理

髙
た か ぎ

木 花
か れ ん

恋（本 郷）富 夫
舞

高
たかやま

山 陽
ひ い ろ

色（古 屋 敷） 剛
妙

渡
わたなべ

邊 一
い ち か

花（本 郷）剛 之
郁 奈

桑
くわした

下 遥
す み れ

鈴（春 日 町）智 一
和 代

酒
さ か い

井 啓
ひ ろ と

人（高 倉）基 則
夏 代

桑
くわした

下 玲
れ な

那（美 佐 野）浩 史
ゆ か

中
なかむら

村 百
も も か

花（北 屋 敷）宏 二
加奈恵

戸籍の窓から

　死亡者名	        死亡年齢       自治会名              喪主名

古田　洋  85 歳（十日市場）古田敦規

鍵山日出夫  73 歳（井 尻）鍵山貴志夫

髙木美佐子  81 歳（大 庭 台）髙木康典

神保信夫  78 歳（大 庭 台）神保雅信

長沼清幸  71 歳（本 郷）長沼裕人

玉置康男  89 歳（綱 木）玉置茂樹

生駒弘文  85 歳（顔 戸 北）加地宇多子

海老さつき  95 歳（野 崎）山田惠美子

奥谷はる枝  94 歳（綱 木）奥谷義彦

田中勇三  82 歳（若宮町１）田中宏明

渡邊ひさゑ  92 歳（本 郷）渡邊敏郎

増倉三郎  77 歳（ 里 ）増倉英樹

小木曾範幸  85 歳（美 佐 野）小木曾寿

佐古榮三  79 歳（元 町）佐古禄政

　この欄は、町に戸籍の届出をされ、
掲載を希望された人のお名前を紹介し
ています。■�問い合わせ：住民環境課ふれあい住民係　石

い し い

井（内線 2105）

ご結婚
　　おめでとう

（
婚姻者名　　　 自治会名

竹内暁史 （春 日 町）

原　直美 （春 日 町）

藤森将一 （高 倉）

津田幸奈 （高 倉）（

　  人の動き（2017.4.1 現在）
　                （ ）は前月比
　　 人口　18,557 人（－ 32）
　　　 男　 9,231 人（－ 24）
　　　 女　 9,326 人（－ 8）
　　世帯   7,233 世帯（＋ 21）
　　出生   14 人    死亡   22 人
　　転入 111 人    転出 132 人
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合
わ
せ
て
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」（
世
界
規

模
で
考
え
、
地
方
で
行
動
）
は
、
企
業

が
生
み
出
し
た
言
葉
で
す
。

　

地
方
自
治
に
う
っ
て
つ
け
の
言
葉

で
、
私
も
幾
度
と
な
く
使
わ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
当
時
は
グ
ロ
ー
バ
ル
と
い

う
言
葉
が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
も

の
の
、
何
か
の
違
和
感
を
持
っ
た
人
が

考
え
つ
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

世
の
中
が
グ
ロ
ー
バ
ル
と
い
う
言

葉
を
好
ん
で
使
う
よ
う
に
な
っ
た
頃

と
、
人
を
大
切
に
し
な
く
な
っ
た
時
期

と
が
合
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
の

は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　

株
式
に
つ
い
て
も
人
の
姿
が
見
え

て
き
ま
せ
ん
。
確
か
に
株
価
が
上
が
れ

ば
企
業
資
産
も
増
え
、
企
業
価
値
も
上

昇
し
、
投
資
資
金
の
調
達
も
し
や
す
く

な
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
を
支
え
て
い

る
の
は
圧
倒
的
多
数
の
“
人
た
ち
”
で

す
。

　

こ
の
世
に
あ
る
全
て
の
“
も
の
”、

“
こ
と
”
に
は
理

こ
と
わ
りが

あ
り
ま
す
。
日
本

式
経
営
は
本
当
に
ダ
メ
だ
っ
た
の
か
。

終
身
雇
用
は
悪
な
の
か
。

　

企
業
の
利
益
と
は
、
財
産
と
は
数
字

だ
け
な
の
か
。
企
業
人
の
誇
り
と
は
何

な
の
か
。

　

た
か
が
テ
レ
ビ
、
た
か
が
一
企
業
。

さ
れ
ど
…
を
考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　

 

（
御
嵩
町
長　

渡
邊
公
夫
）

4
月
12
日
執
筆

づ
か
さ
れ
ま
す
。
た
か
が
テ
レ
ビ
と

い
え
ど
、
そ
れ
で
“
ま
た
明
日
も
頑
張

ろ
う
”
と
少
し
で
も
思
え
る
の
で
あ
れ

ば
“
さ
れ
ど
テ
レ
ビ
”
と
い
え
る
の
で

し
ょ
う
。

　　

あ
の
東
芝
が
喘
い
で
い
ま
す
。
結
果

的
に
い
え
ば
企
業
買
収
の
失
敗
と
そ

の
企
業
体
質
の
問
題
の
よ
う
で
す
。

　

ト
ー
マ
ス
エ
ジ
ソ
ン
が
生
ん
だ
世

界
一
の
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
（
ゼ
ネ
ラ
ル
・

エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
）
が
東
芝
の
前
身
、

東
京
電
気
の
51
％
の
株
を
保
有
し
た

の
が
１
９
０
０
年
代
初
頭
。
東
芝
の
持

つ
基
本
と
な
る
特
許
は
、
そ
の
Ｇ
Ｅ
か

ら
譲
渡
さ
れ
た
も
の
も
多
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
１
０
０
年
の

後
、
２
０
０
０
年
代
初
頭
。
そ
の
エ

ジ
ソ
ン
、
Ｇ
Ｅ
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
、

ジ
ョ
ー
ジ
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス

の
名
を
冠
し
た
Ｗ
Ｈ
社
（
ウ
ェ
ス
テ
ィ

ン
グ
ハ
ウ
ス
社
）
を
買
収
。
こ
の
Ｗ
Ｈ

社
は
木
曽
川
水
系
の
同
一
電
力
会
社

で
の
水
力
発
電
を
実
現
さ
せ
た
、
福ふ

く
ざ
わ沢

桃も
も
す
け助

、
貞さ

だ
や
っ
こ奴

の
理
想
を
技
術
で
支
え
た

企
業
で
も
あ
り
ま
す
。
発
電
と
い
う
事

業
で
は
、
老
舗
中
の
老
舗
に
は
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
Ｗ
Ｈ
社
が
事
業
の
切
り
売

り
を
し
て
い
た
の
は
事
実
で
、
す
で
に

Ｗ
Ｈ
社
を
冠
し
た
企
業
は
、
東
芝
が
買

収
し
た
原
発
事
業
の
部
分
の
み
だ
っ

た
の
も
事
実
。
現
段
階
で
は
消
失
し
た

「
た
か
が
」
:
「
さ
れ
ど
」

　

最
近
、
テ
レ
ビ
で
は
日
本
の
素
晴
ら

し
さ
を
紹
介
す
る
番
組
が
多
く
放
映
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
時
期
あ
っ
た
、“
だ

か
ら
日
本
は
ダ
メ
な
ん
だ
”
を
こ
と
さ

ら
強
調
す
る
番
組
を
見
せ
ら
れ
て
、
何

か
説
教
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
自
信
喪

失
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
よ
り
余
程
い
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
少
し
そ
の
よ
う
な

番
組
が
多
す
ぎ
、
ま
た
称し

ょ
う
さ
ん賛

が
過
ぎ
る

感
は
否
め
ま
せ
ん
が
、た
か
が
テ
レ
ビ
、

さ
れ
ど
テ
レ
ビ
、
明
日
が
前
向
き
に
迎

え
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
越
し

た
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

真し
ん
ぎ偽

は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
は
、
半
分

に
切
っ
た
リ
ン
ゴ
の
片
方
に
は
罵
声
を

浴
び
せ
続
け
、
片
方
に
は
優
し
い
声
を

掛
け
続
け
る
と
、
腐
り
か
た
が
全
然
違

う
と
話
題
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

私
は
リ
ン
ゴ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

腐
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
心
の
鮮

度
を
保
ち
た
い
と
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
で
知
ら
さ
れ
る
日
本
の
技
術

は
我
が
こ
と
の
よ
う
に
誇
ら
し
く
思
え

ま
す
が
、
そ
こ
で
は
必
ず
“
人
”
が
紹

介
さ
れ
ま
す
。
ひ
と
り
で
あ
れ
、
大
企

業
の
中
の
一
部
で
あ
れ
、
そ
こ
に
は
職

人
気
質
が
宿
り
、
そ
の
精
神
が
永え

い
え
い々

と

引
き
継
が
れ
て
き
た
こ
と
を
こ
そ
、
誇

り
に
思
え
る
日
本
人
が
多
い
の
だ
と
気

町 長 月 記

企
業
と
も
い
え
ま
す
。
そ
れ
ら
を
踏ふ

ま

え
企
業
と
し
て
の
沿え

ん
か
く革

を
考
え
た
な

ら
、
少
し
は
買
収
に
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇

す
る
時
間
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

企
業
に
魂

た
ま
し
いが

宿
る
と
し
た
な
ら
そ

れ
は
、
人
が
成
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

あ
の
シ
ャ
ー
プ
が
外
資
に
買
収
さ
れ

た
の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

膨ぼ
う
だ
い大

な
時
間
と
莫ば

く
だ
い大

な
開
発
費
を
投

入
し
、
や
っ
と
手
に
し
た
液え

き
し
ょ
う晶

テ
レ
ビ

な
ど
の
技
術
は
、
世
界
の
亀
山
モ
デ
ル

と
し
て
一
世
を
風ふ

う
び靡

し
ま
し
た
。
し
か

し
技
術
者
の
流
出
は
技
術
の
流
出
に

他
な
ら
ず
、
後
発
の
韓
国
、
中
国
に
一

瞬
に
し
て
抜
き
去
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
が
企
業
と
し
て
の
存
続
不
能
を

招
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
企
業
は
人
が
成

し
て
い
る
証
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

企
業
が
、
特
に
大
企
業
が
経
営
危
機

に
陥お

ち
い

る
と
、
必
ず
論
じ
ら
れ
る
の
が
多

く
の
従
業
員
へ
の
懸け

ね
ん念

と
技
術
の
保

持
で
す
。

　

し
か
し
、
本
来
な
ら
ば
経
営
が
順

じ
ゅ
ん
ぷ
う風

満ま
ん
ぱ
ん帆

の
時
こ
そ
、
そ
の
技
術
と
、
技
術

を
生
み
出
し
、
使
い
“
も
の
づ
く
り
”

を
し
て
い
る
人
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
る
べ
き
で
す
。

　

経
営
者
が
順
調
さ
に
浮
か
れ
露
出

度
を
増
す
必
要
な
ど
な
い
と
思
っ
て

お
り
、
行
政
で
も
同
様
で
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
（
世
界
規
模
の
）
に
対

し
て
ロ
ー
カ
ル
（
地
方
の
）
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
言
葉
を
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表
　　

4
月
2
日
（
日
）
に
願
興
寺
で
お

こ
な
わ
れ
た
「
御
嵩
薬
師
祭
礼
」
の

様
子
で
す
。
今
年
は
絶
好
の
お
天
気

の
も
と
で
お
こ
な
わ
れ
、
大
勢
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
薬
師
祭
礼
は
、
県
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

１
０
０
０
年
以
上
に
わ
た
り
受
け
継
が

れ
て
き
た
伝
統
あ
る
お
ま
つ
り
で
す
。

　

赤
い
布
を
か
ぶ
り
、
お
面
を
つ
け
た

「
蝿は

え
お追

い
」
が
持
っ
て
い
る
「
し
き
み
」

の
枝
で
頭
を
叩
か
れ
る
と
厄
除
け
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
人
が

頭
を
叩
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
獅
子
頭
が
新
し
く
な
り
、
伝

統
あ
る
祭
り
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

曳ひ
き
や
ま山

の
上
で
は
、
お
し
ろ
い
を
塗
っ

た
か
わ
い
い
稚
児
た
ち
の
笛
や
太
鼓
の

演
奏
も
あ
り
ま
し
た
。

広報紙“ほっとみたけ”は再生紙を使用し、地球にやさしいベジタブルインキで印刷しています。

編
集
・
発
行
／
御
嵩
町
役
場
企
画
課

秘
書
広
報
係

〒
505-0192　

岐
阜

県
可

児
郡

御
嵩

町
御

嵩
1239

番
地

1
TEL（

0574）
67-2111（

代
）　

FA
X（

0574）
67-1999

み　た　け　スマイル  キッズ 子どもの笑顔は地域のたからもの！
～未来を担

にな

うみたけキッズの笑顔～

�

Let's

【材 料】（4人分）
じゃがいも� 250 ｇ

牛乳� 大さじ 1と 1/2
塩� ひとつまみ
片栗粉� 大さじ 1と 1/2

プロセスチーズ
（キャンディー型）� 8 個
片栗粉� 適宜
サラダ油� 適宜

今月の健康料理「チーズ入りいももち」

【作り方】
①�じゃがいもは皮をむいて火が通りやすい
大きさに切り、やわらかくなるまでゆで
る。水を切ってから熱いうちにつぶす。

②�つぶしたじゃがいもにＡを加えて混ぜ、
8個に分ける。

③�中にキャンディー型のチーズを入れて丸
め、表面に片栗粉をまぶす。

④�フライパンにサラダ油を５㎜くらいの高
さまで入れ、③を入れて転がしながらき
つね色に揚げる。

※�じゃがいもをコロコロと手で丸めるのが楽
しいので、ぜひお子さんと一緒に作ってみ
てください。中に入れる具を炒めたベーコ
ンやツナなど、お家にあるものでアレンジ
してみてもよいですね。

髙
たかみ

見妃
ひ あ ら

彩空さん（西田）1歳 
1 歳おめでとう☆これからも
お姉ちゃんと仲良く元気に
遊んでね♪

　昨年度、小学生の夏休み親子料理
教室で作ったおやつです。砂糖を使っ
ていませんが、じゃがいもの甘みや
チーズの塩味でとてもおいしいと好
評でした。
　チーズを入れるので、カルシウム
の補給になります。牛乳やチーズな
どの乳製品はカルシウムを多く含む
食品です。カルシウムは意識しない
と不足しがちな栄養素ですので、積
極的に取り入れて
いきましょう。

Cooking!

   保 健 セ ン タ ー 栄 養
 士
  

※�

広
報
紙
ほ
っ
と
み
た
け
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【募集】町内在住で7月に1～ 5歳の
誕生日を迎えるお子さんを、みたけス
マイルキッズに掲載しませんか？
◎掲載に必要なもの：
　�笑顔の写真（1枚）/紹介文（30
文字程度）

◎�申込方法：名前、住所、電話番号、
誕生日と写真データ、紹介文を
添えて、Ｅメールなどでお申し
込みください。

◎申込期限：5 月 23日（火）
■�申込先／問い合わせ：企画課秘書
広報係 担当 : 山

やまだ

田（内線 2222）
　� ：kouhou@town.mitake.lg.jp
※応募多数の場合は抽選になります。

大
おおば

葉　光
ひかる

さん（新町）5歳

あっとゆうまに５歳！いつ
もたくさんの笑顔をありが
とう♪大好き☆

水
みずの

野 梨
りんか

花さん※写真中央 （長岡）5歳

進級おめでとう！ 5歳おめ
でとう！姉妹仲良くね♪

【1 人分の栄養価】

■レシピ提供：保健センター　担当：佐
さ ご う

合　（内線 2193）

エネルギー たんぱく質 カルシウム 鉄 食物繊維
131kcal 3.5g 72mg 0.3mg 0.4g

｛Ａ
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